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 ハマチ種苗蓄養管理試験

 1・目1'i勺試粉い,昭南丸,かもめカ採{{レー1プリ!パ・'一二入バて弟管用午行い,県内諾杏災者
 に出荷する。

 2。[式喘;フラー'五亡つ担冴一二ノ

 f1,=一川{一〔f{耳□三8`1==4月25口～6月28日

 ω!串人}i=:一法

 13〕洲1一」i咋ポ〕

3..1武王'=一吸紺{

 川フ'リ付{入.≒.=解,管理状況

       月リ」ブリげ受入尾独ブリf子山大きさCm量し       f亜頓;Ii=(9)管理状況
       4下生残筏一i嫡,基地整1席

       上13r50イカナゴア“ア550楠榊管理,生笹綱修叫
       中5.300イカナゴアミ30.600急病続出,薬剤の経口投与,旗i、とセーユ理

       3520       5'6下」二イカナゴ        アミ5960011蛸,手帳へ陸上輸送・舳1市柵ピ
       10081イカナゴ.16.150十重曲出荷,船底卜棚1

       中下500イカナゴ1900柏歯出荷,器何一茎胱       28日,串木1肝某地撤去

       計32.551215.800

 (2〕ハマチ確飾出f苛状況

     月日総兎趾(9)平i1体重(9)総尾数払出先

     6.3335012.32ア3年限漁茱協同糾合
     〃26.150347691〃

     〃6001.83204

     6-I41940013161.4ア4〃

     〃6.000718836〃

     〃1900022.41847〃

     〃28.90011.032.621〃

     6.62.3605.9400側)れ茱協同組合
     6.11ア50441ア〃

     〃8.6505.631.530〃

     6.17ア乃0014.8500ψ

     計122,56096,509r崔
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4一総括

 1'い串木W}、山に於H・ニプリ仔受入、ハ」・葛∴セは照南えi,15884尾,かもめ18.16ア尾,計3

 2,051尾であり,f堰欄管理1川つ垢タL1之は反食Cによる波打は16-042尾金庫の約50
唱,出荷尾榊'亡16.5口9尾

 い'㌻年11土.`っ一件釧・士不そIろし〔が著しく,滑;;キ〃llはドにれ一仁長4Cm以下でI占められ,1日6

 に⊃j」三1再三1行。:二ニレ1二く、か)っら寸只=膏節死していりた。後期にけ採rlh尾数も少くだってい・三

 カ・,:1一、榊J一:きく,3日向で.t全た舳・tが出来1一一二。

 。1∫1,1,一≡行5月16日jλ彬勺14000尾二つ†重甑省=月≡申、染剤こし'よろ支朽衆を揖じブににもカ・㌧

 .圭)ら一÷一11馴}こ約10,000尾の榊化1.1.、分出した。

 {つ帰1両ウ:いつ特1一攻

 ,特に尾江1'が沽失し,次オに滋味カ・一往く寸。又峻郡,背部,一旗剖等・っ表1む・=ボ」月内O

 際出胴所が1↓られ,いずれも3～4日11句てIすべて擁死した。前兆としては段色・一jj県芭化が

 みられる。

 t口,l1頁1.月

 一1」1U.有先生面には必十大雨が降。てお・り,そ・)後下水等・つ影絵で港内{蜀{1(が允藏してい

 二1〕此。て㍑■io悪化による影響て一はなし・かと、智,われる。左か.憩剖をメスでこ守りとり,険

 苅したところ(900倍)3丁重O細菌らしいものが観察され1㌔

 1.アメーバ状

 2一季青田'影を呈し一乞もこつ
 31本O榊一毛を有したもO

 {づ対策

 ネグホン(各十重寄生虫殺虫剤成分:トリクロロヒドロキシェチルジメチルホスホネー

 1か肺・・B・y・・)を一マチ鰍鮒文1して10血舳即を樹・回経口投与し・
 これと併行してkM・/・1{万溶液に・～・舳固・回鰍処舳㍉兆
 しかし・薩柄坦、が続出ずる状況にあ。た`=』て,生残りの4・403尾を5月22日海水滴澄

 た牛根蕃魚場近一くに陸上輸送を行し〔飼育Lたところ,一応伝染もかさ重り2,441尾が残

 存し得た。

 なお,5月16日以後の飼育管理魚については,投薬,漬浸処理を舳1己同様行。たが降

 雨による海水混濁の際は必立藩病魚が見受けられたので直に牛恨養魚場近くκ移管し,健

 全桶苗の育放に努めた。

 lH当者・周山国雌・九万日1-E・上川.山男,武川雄二,1i一し牧孝行

海産.魚蓄養]菌種試験

 従来,ハマチを主として蓄松、式肋を一三1tしてきたか,ハマチ養完1'」け本則τお・いて漸く企某化さ

 れるに到。たので,矛2段1塔としてハマチ」〃!りつ吻生魚冊相i三1他一つ究明と技術向上榊'立な目的と
 して,小割式による試験一t一行。'.t。

 喜式験支立教とL'た魚干1重ば次二つと去'`」でムろ。
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 ■・,ハペ、lil、∫一1・一ツジ・ノーガハギ,ヨソキ'

ヤガクrづキ(コトヒキ)

 皿甲1一～類 4.イセエビ

5.

 u1蛸足類 6.タ=コ

場川 Fig-1.
脈本市牛根熔岩入口,手帳帯魚場外蝸1

Fig2
 湘脇.、地場所

,試験特

 長さg㎜o杉丸た升Fig3oよつに糾合せ,卜.ラム締1ア佃舳・使用して海面に浮べた。
 筏の帥七カ法はFig2の」1うに人江.の11o岸右一納,{;2本・つワfヤーローブ(4分)を斡綿と
 して張り,同じく4分ワイヤーロープ10～15エnをクリ,フ.を用いて斡紗と筏に結着L,

 更に符の中央部北側はワイヤー一ロープてI熔岩岸に固定寸ろと共に,制貝1iは錆(45kg)ど
 めした。



Fig3

 試鮒馴尚巾。水1」需変fヒ
 ～1碕製

 g月

10月

11月

Fig4

 水漏損1r定は試験衡〕中火再1jに才・・1パ・,一、』、.』:1.j;;.一.ll'ピー二;.9時と午阪3峠の2回にわた。て損11足
 した。

 試験舳1刺⊃水一'!1一変化を図示う一れけ王リε1～七1・一`」であ二ら。



 月,:リ平1ち.」、li冒畜・1求め,昭和35年ハマチ蓄着試駒・つ際に測定した結果と比較寸ると,オ1表の

 』:うにたる、

 即ち,月平均水淵で1」亡,35年に比べて

 8月一0.8oC

 9月一1.4oC

 10月_0.8oC

 11月一口.ア。C

 と作Iオしも低淵を示し一〔し(ろ。

 オ11表  月,tl」平」二一木洲」二じ核(  。C)

年
句

上

下

月平均

38

2713

273

28.3

2ア6

35

292

28.1

28.0

28.4

38

2ア6

26.4

25.3

26.4

55

276

28.0

2ア8

2ア8

10

38

246

23ア

22.5

236

55

25.4

244

235

24.4

11

38

21.6

21.1

20.2

20.9

35

22.3

21.8

20.7

21.6

12

38

18.9

18.0

1ア4

18.5

35

190

 〔I〕チダイ
 a,試彫測問昭利38年8月20日～12月25日,128日間(4ケ月)

 b,種苗

 ア月上句,飛水市海潟地先に食いて地曳綱て{1:1離したチ4'イをイケス刊均に蓄養していたもので,

 8月19日,海潟から試.験地まで海上輸送した。平均魚体一亜509

 C,試験区の規模とイケス

 38年3月から6月にかけて陸上施設で実施したテクIイ黒色化防止試鰍に引き続いて黒色化防

 止の試験も一兼ねて養成試験を行うこと、したので,次の3区に分けて試験した。

 イ対象区イケス:クレモナ24本12節娃I叉2×2×2m。

 同上綱地をかぶせ綱として使用。

 日赤区イケス:クレモナ24本12節蛙又,2×2×2m。

 イケスの側4面と上面に赤色ビニールカーテン(厚さ0.08血m)を取

 榊づ,直射日光を遮断してイケス内刑が赤く在るようκ保。た。

 ハ黒色イケス:埠14,5分目亜鉛引金納2×1×1m。

 土器は杉板(厚さ4分)在コールタール垂付して黒くL,イケス個114面一

 は黒色ビニールカーテン(厚さ0-15mη)を取付H,直射日光を.推断し

 て,イケス内菩呂カ羽音:串に在るようにした。

 たお・,赤,黒区のイケス舳耐〔絹り下げたカーテンは潮の交'流を極端に

 閑害したいように工夫した。

 d,糾ト十及ぴ投餌

 。i∫沖γジなji」舳してミンチ解として1日2回(時々3目)投餌し'たが,9月22日からは投餌

 吊ニリ⊃半量}は目・⊃大き左纐也に包んで昂り下け不断摂餌できるようにした。
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 左拾,眼損傷のものが出現した際には,ミンチ餌にサイアジンを混和して投与し.』1二。

 e,試験結果・と考察

 結果はオ2表・のと未一りである。

 ○約4ケ月i削O養成で平均個体」百・.;二」2{1'=となりて1009内外に成長した。冊本冊毎潟地区,

 並びに牛蔽養1市.場の一郡Oチダイ土、i130～1509平均に放}=したものも才)oた。

 ○平均日没餌率14%内外で増1肉係数24～28と小た;j高い怖かでIてきたが,技研方法に

 検討場余地があるようで一ある。

 即ち,最手刀の1ケ月間はミノチ解を中㌧時間をかけて撒き餌=とし,9月22日」ソ降ぱ,投…茸

 馳⊃約半畳づ㌧を吊り餌として与.えたわけであるが,タイはハマチ。」:うκ摂榊'チ動が活発

 てIなく,一nキに多11モの解を・とらなし〔閥保から撒き阿かか在り流失したこともあつた。従。て

 タ木⊃投解て一は吊り餌方式を採用し,少し卿が残る程度。批1:耳を行。た方が解の不経済とい

 うことがたくて上～策では洗いかと、習、われる。

 増内係数ぱ8～10程度に抑えるべきであろう。

 ○斗・」旬日∫j吏{{三彩は0・5%{童と左。てし、る。

 oτ.1手料転換効.柊は35～4%内外て良好とけ云えない。

 結局,本試駈の投解葺}ぱ適量以上であ。たことが窮え,今后は上記。ように投解方法・⊃改善

 を図りつ㌧三¥政i・行えば,よりよい成果を畑緯し得るで一あろつ。

 ○各誌肋区について,取上1時。平均咽沐・呈〔並びに其舳中のへい死屯庫岨,供言舳.陸童を図示

 すればFig51⊃とおIりであ。て・舳三率,瑠亜率,餌料転換効率等では赤区が姶良であ。

Fig5

赤区



 o.lll」㌦.,乍1』.1“ll一・について

 朴.'、1-1ばし一」段目・二'fヒに・つ1(てけ,放祥時と取上け時にカラー梯形(接写)守ると共に,取

 上け叶に表皮包,1{の化章的た上ヒ色拙i1走を行。た。

 ○カラー撮影・⊃結果

 カラー7fルム伽1.=;・つ結果てけ,体色O差{!一11な判易1■し得なか。た。一州舳勺観象てば,対照

 [ぎ仁⊥や}具芭化がみらjl.,….一区では着艮隆Lて白。はく,赤区がや㌧門好た」二ってまjるが,放

 養叶(;、忙洲井i始1i㌔)あ・三しべi.,..に.:.べつボつに比挟Lて希。三体!、・に幽色して白。'1てい」.1享じてある。

 ○化学1約上ヒ色=二…I≡㌔jj一⊃フラー・と森…=一荘

 ・各言式彫、区カ・ら6尾(f本」.=1・5～19Cエロ,庫1i11100～155三)一一む耕一(シメμ工要運)子麦,

 鱗を除いて1表皮たリ{市1収して1」・1山1一州とした、摘1照一1とけ.W収14g,赤区10・5g,

 黒区149でこ、れに21“モ1一つ～」、ド州i・加一tてドデ`1つ一首;し枯製工一一テル5fポ枕・も。て低1一■,,i

 てI15時間オl11出した。

 表皮色素は全部エーテルWこ秋・fL,引榊1一↓51・1!少1パー1一」1Il'」製エーテルて一決淋伐,舳出・1-k,洗

 樵液を加え,貸下十一つ20化刷こ。クニ。。ビリ^一一'1三=.二として10mm・つ1以収セルにて分光光宙光二星1

 言十を用い,i∫視晋∫を洲㌔芒した希占'1二はFig6。つと寸“リてあ'二〕o
Fig

 タイ茅。=.1ヒ色茸…〔⊃1改ラビ川1'1
赤色区

対照区

 」lI1出刈寸濃黄色を呈し,赤区たHがや』鈴赤色を呈.した。

 可視剖・⊃1吸光度は何れの区分も波{・ミ460皿u附近に吸収極大がみられ,400エnuに未・`づる

 各区分[つ映光度は赤区が最も高く,0・280,次いで舛区0・185で,対.照,区が1-1主も低く,0,

 110である。即ち,色素鼠は赤区が多く,吹いて黒区,対照区む雌{とだってし■る。

 タイ・つ。」ミ山色素はカロチノイド系の色素て・了スタキサンチンルテイン斡・でそ`)計1r勺検刻一七試

 ポが少1二くててき一打又,天然魚との比較ができ庄かりたが,今砂,険討の余地があろう。

 に崔、。景」、』百。j力一■一j≡。つ一!大熊に.亡り,タイ犬μ色素がある程度,変iヒすることu確認された力:,こ

 ・」ことli.("三中のカロチノイドは魚。光1ホ応に関与するという従来の説を裏付卜}るものかも

 州れたい。



 ○今国1j,試験したチダイの黒色化の程度と,マタ.イのそれとを比べると対照区と同様1⊃方、一1に
 」二るマ4.イ養成(37年海潟地先)に紅いては8月下句漁獲したものが,9月下舳α.tや),1二

 色化し,12月下句には黒色化がかなり進んでI,クロダイに近い体色を写1していた。叉38年

 g月中,下句出水南米ノ津桂島附近Iて池稚したマ4'イを瑚地て約1ケ月1則,蓄袴L,10月2

 1日,牛根養魚場へ陸上輸送してきたが,そのも`っもすでに架,角化がか在り進んでいた。

 卿」ち,チダイよりマダイの方が表向飼育の場合,黒色化し易い師向にある』1うでI,こ。点か

 ら見れば,タイ蓄泰種菌としては,チダイ。方が嵯一1Lていよう。

 ○経済効果について水揚げと餌料代の概略にっし・でみると次のとお'りてIある。

 12月下句,養殖チ4'イの鹿児島市場価格ぱ㎏当リ300～450円で,本試験養殖.=則け12

 月26日,360～400円であ。た。(大型岨が400円,小型魚は360円)

 一幅当`つ平均370円として計.算してみると,

 ノ」(揚重量的86kgX@3ア0円:31,820円

 これに要した餌料代ぱ

 1,262kg×@15円=19130円

 とだ。ているが,上記のように本試験てIは投餌計や㌧過大の傾向があ。たこレから推して,投

 榊去。改善を行えば,解料代は乃～%ノ程度に押えることも不可能ではないだろう。
 ○な倉,市場関係名は,壷・州タイについて

 「脂肪が多くて昧が」=く,型が揃。ていることは,毒殖も`つの強みであるが,段色が天然のも。
 に比べて劣。でいる・つで,体色を犬然ものに近づ1づることが必要だろう」と云。ていろ。

 ○敏色の問糧は今僕jつ最大課題で才)ろう。

 因みに,不如火海出水沿岸で漁婚されたマダイ,チダイ(天然{.o)が,一大きさにち・いては大同
 小異であるに拘らす,同ロキ期にkg当りア00～800円て出荷さ:れていることを考えると黒色
 化1三方止法は勿論,更にけ積廠.的庄タイ特有の!…榊.色発三〃法にっし・ても検討を加えるぺきでIあろう。

 オ1表

 試.験結果・

       1魚種チダイ対照区チタ'イ赤区チダイ黒区

       2養成期尚128日38.8.20～1225128日38.8.20^12.25128日38.8.20～12.25
       3種苗尾数3013005001年魚2
       4取上尾数2ア025フ291

       5減尾数314311

       6薙夕E沐確認数・(1一、口2含む・(三書慧)10供試2合む
       7行'方不明赦26・・(苧含養)1

       08015.10015.15コ.リ       8種苗総重計kg

       g取上総重量㎏2879086528.96028.一_一一



      一''■一■一一一`■一'一'}■・1;一〕〕一

      一一一[`''■一一一一一一山…一I一■一■一■一「一一一}01」邑古!㍗舳衛■一.・・5・≒㌣㌣glllア三チ、。。98      一r■一一20し420.一一一
      13増1勾係』・'r虫へ26.24.428.6

      14平均個蛛塩の増1亘倍率['1.121.240.96
      山

      15歩留率(尾教)%8ゾア85.ア91

      16〃(舳1・)勃191192191.5
      1ア平」ニゴ日成長率%0.5450.5ア.0.515

      1819耐科蛙換効率%3854.093.52      ・ド均日没河准%14.1514.014.6
      20取上取大個体」J(。π9150130155
      21取上桔小個体近景98095ア5

 ※摘要減数のあ。たもOについてけ,13,1ア,190補正を行リた。

 〔2〕カワハギ並ひにツラナカ''キ,ヨソキ
 a言式蜻会則噌]

 言式埼余1区:昭禾n38年10月4日～12月25日83日間

 試勤i2区:〃10月31日～12月25日56日哨」

 b種苗

 試馬売1区:9月下句から10月初めにかいて司毒水面午根沿岸にお・いてタコ綱て一漁獲した平均

 個体1宮122・1g`⊃カワハギ30尾とツラナカハキ・ヨンギ52尾(ヨンギ多L)。

 試験2区:9月下句,不ケ口火海でマダイ幼魚と混獲された平j一」魎体重35.29のカワハギ2

 ア仁巨をイ史月1Lプと。

 小型種酌として試跡の対象としたものである。

 C試験区ご⊃舳臭とイケス

 試賄1区:チ4Iイ養成試験黒区イケスと同一規格の金綱イケスにカワハギ,ツラナガ・・キ,
 ヨンギを混・捧。

 試肋2区:金綱イケス(拝14-5分日亜鉛引鉄,線金網)1.5×1.5)(1.5mにカワ・・ギのみ

 2ア屋を収容。

 d一同糾及ぴ投解

 冷凍アジ畜解凍してミンチ餌として1日21□1徽餌した。
 e…式時負希吉泉と三考察

 試i雛1区

 ○結果・はオ3表のとお・りである。

 ○へい牝が多くて歩留(尾数)ア0・95%であ。た。

 ○へい死したのは大部分がヨンギ。小州つ占、oて,ノ』(型1つ・ゲプハキから取撃さ力.たりして,
 傷を5けたも一つが多か。た。

 ○約2・アケ月の養成で総体的1標.l1・3他にしか〃二してし・叱いが,カワハギにたリついてみ

 ると平均個沐亜で約33倍040口g内外に以kしてい'、Hil一。,ツラ十ヵ…ギ,ヨンギの

 一.ヨ53一



 成長が悪くて,総体的には低い値としてあらわれていろ。

 ○期間中,解付きけ,極めて活発であ。て,蓄一善軌種としては非常に飼育し易しr魚種である
試験2区

 ○結果はオ4表・のとま・りである。

 02ケ月近く寮成して,平均個敬重は3倍とだ。た。

 ○試.験1区に比較して噌内係数,成長半,餌料妊換効率は何れも良好であ。た。

 ○も。とも試験1区のカワハギたHと」ヒ鞍寸ると,平均個体の璃蒐倍曇華湖区が2.31とな
 ってや㌧工く平均日成長率では1区が1,205%,2区1,765%で2区の方がや㌧高率

 と左。ている。

 ○本区.でも,解付きは極めて活発て当初から」=く解に付いた。

 ○1.2区共に,他O試験魚と同康,12月26日,鹿児島市場に出荷したのであるか,品借
 π際しでは,大型もの(4DOg内外、と小型もO(100～2009)に分1づたところ。

 ㎏当り単価1で200円と130円であ。た。

 ○本県にお一いては,カワハギ類け瀬戸内子毎あるいは京阪神方面に斜づるようκ珍重されるこ
 とはなく・却。て1下等た魚の部類に入れている状態であ。て・僅かに夏場干、洗い"等に使
 用される位のも`)て,蓄蕃の対象魚種としては懸念していたのであるが,

 1・ヲF常に飼い易いこと0

 2・かポ〕成如が速し(こと(値し,ツラナカハギ,ヨソキは成長悪く,不可)。

 34009内外・⊃や＼大型のものでは,値段も,左程悪くたいこと(冬季でも200円

 内外夏は更に良い。但Lウマヅラハキは500～6009の大型でもア0～80円

 程度で不可)。

 等を・考魔すると・蓄斉魚種としても而自いものの」:つである。

 ○上記のように出榊執⊃大きさが魚価に影響寸る。て,当本伽⊃春放(夏～冬)矧→では,

 や＼難,点があるようである`)で,2年養成か,1年魚以上の種苗を対象としたヵが』二いと思
 われる。

 オ3表

試験結果

  1負極カワハギ及ぴツラナカハキ,ヨンギ

  2養成期尚38.10-4～12.2583日間
  3種飾尾数82
  4取上尾教59

  5滅尾数23
  6鈍死体確認数23

  ア行方不明数0
  8独絹総量酎㎏10.012

  9取上総重駐k度13.200
  10樋前平」≒燗本重1.〔9122.1

  11取上「均個体重.・一丁9223,7
  12槍投解融9183.
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    「テ・一一L一■斜一■一■■I皿■』一一1ト'係数■一■一一25.63
    14平」勺舳州11の増亙1笛率0.839

    15歩留率(一昨奴)%70.95

    16〃(」“1=)¢131.84

    1ア平均日成・に率%n.635

    18餌料怯喚効卒4390
    19平.1{・1日没阿*名16.28

 ※摘要

牙4 衰

 滅数OあったもOについてぱ,13,1ア,190舳止を・行。た、

 言式jゆ希吉身↓

       1魚1・1一カワ'、ギ(2)

       2春成〃尚58.10.三1～12.25■56日州

       3種苗尾数2ア

       4取上尾数26

       5減尾1数1

       6鍵死庫確認牧0

       7行方不明数1

       8種歯総重吊kg0.950
       9取上総量帆kg2.750

       10値南平均個体重肝き35.2

       11取上平均個体重量g105.8

       12総投餌最k921.950
       13増肉係数11.ア5

       14平均個体重の増量佗率2.00

       15歩留率(尾数)%96.2
       164重iτ)%261

       1ア平均日成長率¢1.ア65

       1811挑砺8.4ア

       19平白日=1耳料呼20.8

 ※摘要  減数のあったものについてぱ,13,17,19の補正を行。た。

 r3〕ヤカタイサキ(コトヒキ)
 a試験期間賄和38年8月2ア日～12月25日121冊1」
 1つ揃苗

 8月下`1」,4一半艮{苧魚‡易内にお・し(て・」、型旋刊郁てよ。て=値ミ性Lプと」ト」勺{固体重114.4g`⊃も`⊃ア8

 '石・史に,試蜥地κおいて釣上げた同程度一の大きさ(平均個俸虫1509)のもljつ5尾を10月
 11Hi1三加して,合計83尾を種飾とした。
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Cイケス

 fl±初,クレモナ・もちr・;l18x8,8i〕仔'一バ.ろx1.8×1.8エr」州史用Lていたが,ヨゴレの付

 朴が署L1`・oたので,9月12日,クレモナ24本,12飾っ2x2x2moイケスκ替え,

 1万に,10月1ア日金{・11ヨイケス(寺14.5外目)1.5×1.5×1.5工I]に替えて12月25日書

 で使用した。畜)・1」弓イケスは俸ズリ言=用いて時々,喘除した。

 d郁斗及こ、(技研

 1日,2回(1ヨlj,タ」,一アジ1⊃ミンチー1局・撒〔として与えろミ」1を原貝11としたが,摂阿;う;緩峰

 であ。た一・⊃てI,半疑・をI撤き1一町とし,残りの半1雌1■1,眼状として投与Lた。
 □つ大きな舳也に包んで帰り下け方式としたこともあつたが、恐れて,全然阿に付か友か。た仁

 3,,・、一「声彩1呆と一考察

 n糾呉」。ぱオ5表のと才“わてあろ。

 (⊃4ケ月間挙成Lて,平均個体.屯で1.4拍κた。ただHてあろ。

 ○総峠的1・rみて,呵付きか悪く,特κ金網イケスに移してか'1け;.呈か。た。従。で噌肉係検
 も44-5と1・i1当,高,(f直を示した。

 ∩共喰い・あるし(け病害も殆んどなく,4留りはか元・りよい○てあ二三〕か,蓄赤魚としては飼
 ■ハにくい魚,てI,不適種.と云えよう。

 オ5表

 験緒架・

      1魚種ヤカタイサギ(コトヒキ)

      2権成瑚間・8・8・・ア～1・…(1量1
      3種苗尾教83(78+5)

      4取上尾教ア9

      5滅尾数4

      6蜷死体確認数2

      7行方不明敦2

      8油莇総重計k・8.。30.0.ア5宵問期
      9取上総重賢1セ、離400
      10椎苗平均個体重希91「4.4

      11取上総重賢91695

      12総投脾三`・k9191.200

      13噌肉i系散44.5

      14平」勾個庫重の璃重倍率口.395

      15歩留率(尾汽)495.2

      164(.ll!1ほ)砺138.5

      1ア一平均日成k率%0.371

      18餌料転換効j阜:%2.4

      19平均日没餌率召13.35
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 ※袖珍:液=教○ホ。た{、のκっいてけ,13,1ア,19の子.1吐.争㍗o一'こ、

 〔4〕イセエビ
 a,式1i声期舳帥和38年9月2日～12月25「r115H11「r1・=j38ケ月)

 1つ1{帯肝付郡1ノ・多町11リ仏1枚に古いて,剃」卯ヨて〃1二じ六二い⊃刊刊乍・IZ淋1一'一に4～5日一字

 赤していたイセエビのうち,小型[一」も「」(拘;一肥一・ニビを.・ピ'';う・ら1・一}ミニr一寸みこ㌧㌧しプ・二)を蜥入

 して小ゆトラリクにより般素・dj孝.、し∫トニ,弐脇地壬一{1ミ,締{し』こ一、ド'」個床'竈=12ろg,51κ.、

Cイケス

 金.1りイケス(#114,5州1用手・1引1い一1ぺ)1.5×1.5×1一号!H.1=14111と上川∫'こ」ギ、世ビ
 ニールカーテン(μさ0・151一㎜)洲1・1-1'1てイケス川.一;を,ハ11・パ舳上引・二じ二。洲

 4」百。つカーテン1.土1中月O友一.一1Lえ持しく川讐したし、ように門」屋.・し二'.=,、

 なお一,当†ニリ,トロ=杵=5ケっ㌧を1r=1」として,2.洲しつ架符;をイケス内に入れ■〔(たが,脱ぱ

 ・汰桂を硫品れき1王い・⊃て9月26日・1川…,介取;〕上1・r・以凌11,オープン式として'宗成した。

 d一町料及び」一辻仰

 夕方1い1,冷凍アジを角午糾!してそ[リ・苦、ま支与L六:。手芝与計は串日,若千,々矢るような往{度

 を一目安とした、

 e試影孫吉火と考察

 斎出火は,オ6式`つとち一りである。

 (⊃38ケ月○何人て十」`ゴ個体]度1239こつものが,1619に1北上。三し,1桂当り38gの

 噌重かみ～/.た。

 ∩挿餅.のつち,1匹は5209とし・つ特大エピを」i之容したに{,拘らす・脱固榊τお・1づる共

 喰理.教は全くみら.lL寸,歩留(尾灯)は100%てあ。た。

 ○これは毎日,投f耳寸ろ.亡"し'Lたこと㌧抱卵エビ等番・対線としなかったことによるもリつ

 てIは在いたろつか。

 ∩成長(噌巾)の1蝋叶舳な変化を図示寸ればFigア。とお一りて10月中句以降は,や㌧
 繕慢た上昇を示してしnる。

Figア

刷11皮鮒記数



 ○朝川1巾リつ平」旬日摂解率は11・19%で・日別・句り11変化はFig7(下段)oと羊わで
 あ。て,日脚I11.1土10月18Hlつ23.5%1リ・平均O最高は9月下1リの15.5牙てあろ。

 11月以;季10唱を下回。てし・るが,そ1ハでも11月中句から12月上句は3～9名と

 か没わI`'1い織解・羊…を示してい・;、

 エビの大きさ,あるいけ水温に」:oても,摂眸羊{は当然,異なることが予想されろが,
 水仙,大きざし⊃同じ.[うたも。＼渕雌舳に比べても,比較的=!{い値として洲二1われてい
 る。

 イセエビはアジをその書＼投与しても,殖,骨・まで寸べて度べつくし,タコが魚肉榊づ
 食べて,骨書残す・二つとは対州'1勺てある。

 ○本試験に右はる脱1{の確認個段数け32であるが,その大部分が10月上句から下句前
 半にか{'iでみられ,脱皮被の胸中長42～56血=口,平均50.4亙mであ。た。
 たおI,12月11日には特大エビの脱」・ヒが確認されたが,脱皮穀の胸甲長87血nであ。

 一た。

 (つ経済効果について水揚げと種餅代,解料代の概略をみると,
 小揚(推定)8.2kgx@ア00円=5,ア40円
 種鎌代6・31(匡X@420円=2,646円
 解料代85k9×@15円=1,275円である、

 ○収容量が少在いので,施設背関係は除外一したが,企文化に際しては,m一当り,少在くと
 も20㎏位ば収容すべきであろう。

 (適正放容密度については,次年度,副コ1けろ予定であz、。)
 ○イセエビは各地の市場によ。て,その価格にかなりの差があるようであるが,参考まで
 に鹿児島市場の状況を記寸と次一つと右・りである。

 「一報に型じリよいも・つと大1っ力で.舳舳こ取引される大萱さけ,1匹300～4009
 胸甲長7～8Cエロ,体長20～23つm位二〕{.'つである,即ち,大人・っ片手指をOけた位
 の庫長のも`つを芋韮{。一1⊃とした方:{1二Lw[ニボ.{場出荷1一つ堵合にけ得策であろう、.
 時舳勺に■ク,スマス舳つ12月22～24日が最高値を示し,上記の型の上いもの



 ・}ら,kポ1=j!。000～1,200円と方。ていろが,上.1日」u=二つ蝸榊ζた杣=士k奮当り50

 D～8し0円,小11、川{,Oで500～アn0円rltが何1」易て一一夕loて一クリスマス後O勾=ナに1■t,

 型Jつ.[し/i{,1'・て{二t00〔1円弁側る・1つ力哨=適てあ・=・、」

 ∩手1付f`つ大幸さ,±r伸一'.≒・三'1主等グ考権して字;〆二i…'行えけ,木サ.1一』千一二、'{一かた与ハー、∫年'・{ゴけうる{、

 lj'」と戸慎一こバ,fピρ1一=リ1■二つ一・つ一こあ'・rら'し.]二つ、

オ6よ

 
 
コ

  1・一千一1.イセエ1・・一÷÷.÷8㌻㌧∴五一I
  ÷簑亨耳51   0
  6・姥死体確認教0

  ア行方不明独0

  8.1砥飾総坦鼠1{96.3

  g取上総量鼠k98.2
  10・種莇平均個体重施123
  11・取上平均f鰍重晦161
  12・総摂餌匿モk984.990
  13端肉係数44.ア
  14・平均個汰重用靱倍率0.309

  15・歩留率(尾数)砺100

  16・・(重量)%130.8

  1ア平均日成長率%0.227
  18・解料転換効率%2.24
  19平均日摂解率%1019
  20・脱皮穀確認32
  21・種箭最大個敏重駐9520
  22・種苗最小個体重計9ア0

 r5〕ガザミ
 a試験4洲山昭利38年8月4日～12月25日144日(4.8ケ月)
 bオi萱酬

 8月2H」ギ吐舳・出水市禰ノ江沿岸において延納て.舳独したく、のを水揚げ直後κ小型トラッ
 ク1ビ」=oて川水市中榊つ試験地書て陸上輸送した。(椴素補給活魚枯使用)721」」輸送O
 うレ・グ1・・;.1丁11艸こ11匹へい死,翌.3日,25匹ポ」へい夕跡みられた。

 し'几うにへし・死が多か。たのは,漁犯直後のものを輸送したこと,しかも抱卵してし・る
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 {ガ■」カ;'士..ガ・o。」こ二ことに一生!月寸乙と.冒、4っ,しる一。町村‡り戸斤。〕状ぞ兄筆力・らして

 蓄、^.1カー.,.'.川く;二島寸バ・むを・え■

2乗

Cイナノ

 .,i㍉,一千ケン(=1キ14-5分モ1姉争ソ

 イケニニi一'一.1ザ.Ell[:一I!L'1.レi入力.,」二1・

 イケー・㌃⊃.卜口1{=,・=,

 ノレモナ1、ち。一1・ハ.ビ×P

 8q1羊)を,小ぶ一け{一リとして

 し一⊂1吏川しプ;二、

 イケス〔上1止■'走,1;・ヌニり

 てI付方〒」旬を存し,姉一ドナ

 ること㌧した。

 d一瞬科及び般阿

 8同申はアジをそ乃吉'∫,

 あるいは'←分に{一1i1抗して1

 日15%位を・日段として技

 与したが,俵りflπ一でイケス'」・'

 内乱が沽1牝さ1h.ろよってIi一・O

 {」,上記^.亡う左附1'fを試1I洲.パ・1とし

 j出一一・;・リ1.5Xl-5×1.5m、

 :1{・3」二・つつ。上1一け二..

5o

 杣苗`⊃挟汁,一一1」与

 1'二〔一{1'・一;一'一個体中高{・8

     段ダ一〇■…一
     L'I■'L■L口■三■

     口10L」
     20

     日二」m[ニコ
     30

     '一一一一'I一一一L一一11・二
     「

 プ1びつで9月以降はマ了ジをミノヲー録手とし,十}}ナ餉科(中ミール)を一滉利し一「,刷子状にして

 投与した。

 e試馬命禾.午果と考察

 ○結果は,才アμつと本一りである。

 ○へし・死が多くて・歩留り(尾赦)は50%て,5～9削(へい死が多か。た,、

 04-8ヵ月榊つ推成で平均個庫重82-09・つも・⊃が,2.4倍・⊃200則て成長した。

 ○ニト均日成長率0,486%,餌料転換効半4.08%と庁。て,イセエビに上ヒ較して,良好

 左結果とな。ている。

 ○増肉係数245でIかたり高レ・他がでたが,ミンチ餌塊り投与のために流失したものも茄・

 干あろつ。

 「、結刷,歩留りを向上することが肝要であるが,これば†1肺につ撰定に大きくだ古されるの

 では左いたろうか.、

 成士ミはかたりよいのてI,歩留り向上ができ.三'1、は,拝・iI…何として{,,かたり・1ψなもOにた

 ろと思わ几るが,今后,更'に倹副し利づれは1士らたい、.

 ○なあ一,上。1己のよつにイケス内舳(砂を入れ;一こ批を;榔十たのであるがパ」{〃κ目ろ泰放

 }k'ぱ砂が川当,固化してガザミ棲豊.に不適と1}ろよりである。従。て,砂を入れ寸に箱
 杣つを設けた万カ割。て.亡いようで・あム.、・・.'

 、1本試跡のものけ12月30日,脆二■'^市場に出荷してk9当り280円で。1う。たが,ガザ

 ミの旧手州白勺た千漸格変I酌力・らみて。■1上高僧1番=示寸2月q'1二つ出荷を臼段として蓄養一㌻“〈きてあろつ

 (1一にノ沖市場で・2月・平.1句kg当り400～500円)
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.片

 言一'こ躬告示・㌔リ1・

  ;1■成、、十÷一寸1如月、」い11酌尾111高'一一4.取上尾淡1アー0■…丁'■5.決尾{k1ア
  6・ギ1タL陸仁11一だ放1ア

  ア行方不州放0

  8.柿{≒い乞1111一.卜k92.79U

  g取上総λ㌧;二k93.100

  11」.i=1約一十一1」個体1-1;.1き82.0

  11一取上'1一上」榊1;'1「lll,1.`200.0

  12一総社r=l11リ・9.榊1.ll・(1・柵、。1・1・甲一ル。…r1
  13噌内係数24.5

  14一一ト」一州体'ロー1⊃i{lj;1-f1一ゲ牛1.44

  15.さ一胃・ギ(芦ピ!)%50

  16・4(」T1一.≒)せ122

  17平」lJ日」・k」く二;・1%0.486

  18。餌料転晩効*%4.08

  19+均田一七ザ氷老11.9

 蓑く{1一角専臭:  減数二つあ。たも川ごついては,1己。1Z19の舳正1^・  .1T〇六こ=.

 16〕マダコ
.人騒1区

 a試竈舳㈹咄一1利38年8月6日～10月8H64日r;月(約2ケ月)

 b種繭

 8月初め,可匡水市牛艘沿岸に右・い一rタコ綱て漁獲Lた{・ピ八うら,5分目の金綱内に留。

 たア四のも1一'」奇・使臣ηした。,

Cイケス

 金刑イケス(#145外日中・鉛引鉄ψ命洲)1・5×1-5×1・5m.1ケ、、

 イケス内には・ガザミイケスと「1出・」■は初出帆・イケス1小榊1i1三“3段の榊(妙なし)を設

 けていたが,ヨゴレが目立。てきたの1こ9月12日,伽㍗全1-1岬ぺ〕一1.㌃寸して柵の誉れに孟宗

 竹を1節'八切断したも一'」をタコ南として.入れバ、、(10ケ段入)
 上耐・`ばクレモナもち納(8×8.80雌)争かぶせ綱として使用しブ;こ。

 drI耳科及ひ一よ町

 8月1一けアジをそ〔つ一:主㌧1Hil・1夕月,。μ与していたか,残O杯かあ。た=1して,イケス

 1小'」ヨゴレが〕立。てきたので・9月から1,けジ千ミンチ解とし・それに粉末餌料(甲ミー

 ル)を混和,1利子状にして1日211・」づ＼投与.Lた、
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 θ試蛉結果と考察

 ○緒架・ぱオ8都っとお一'つである。

 (r9月{旬以降,半オープノ式としたが,共墳けみ'・れず,歩留(四教)ぱ100唱一こあ

 1た。

 ○・約2ヵ月間uつ養成て,F均2ア59・つものが,1・1009と4値に族長した。平均日事場一…

 率1.88弓とヲ←常によし(1」蛙そを刀三している。

 ○日没餌側けY・均22.6%で,ミンチ解(中ミール混和)も極めて活発に梓町し,かぶせ

 綱をと。て・技解しよ1)と守ると水面渋で浮上.して奏で,ミノチ塊わ餌を競。.r摂る状態

 であ。た。

 ○増肉係数は12てIや㌧高く,他県に比べて」二くたい(普通3～4)。

 ○タコ壷代用の孟宗舳('入ることは少なく,イケス`つ4榊ていることが多か。た。一(壬、o
 とも生殖期π入。てからけ,半数は竹の申に入。た。)

 ○試馳尾教が少ないので,経済効果を云々すろことはてき友いが,上記の」:つに半才一フ

 ニ/式でもか友りよし・結一火・捌ザ、.h、た。

 (⊃なお一,この試験後も・引き続き約1ヵ月出j・飼育したか・10月下何以榊1峠付きが極

 めて悪くたわ,嶺。て摂餌するようたことぱたく,タコの近くに投与しても全然,摂阿し

 在し1状匪とだ。た、.これけ刺1」以降,生殖行動に入。たためか・病害(豆鼎1の表皮肘亡けて

 白くなる)によるも`)カ・,確.高畠し難い力三,力).■品低下に」二るも`つてIは友い」:りである。(試

 験2区よ1j推崇)。

 ○餌付き不良のま)つ状桂で飼育争締hたが,10月末からヘレ・死して,11月10日に

 は2P吹1つが残。た。,

試験2区

 aξ式.験瑚問昭利38年10月3日～11戸12日41日(約1.3ケ月)

 1⊃種苗

 g月下句から10月例めに洲1て乖本市牛帳沿榊・'お'いてタコ綱で一流離した平均212.5

 9のクコ60尾を4～5日に巨。て収容Lた。1～2日に収容するのが理鯉的であるが,不

 可能であ。た。最大個体重6009,最小個庫盟1509で,かなり個体差があ。た。

Cイケス

 前年度,マダコ養成試.験π使用Lた1.5x1.3x1.35mの木製イケス(悩噛一,底・面は金綱

 #14.3分目張り)孟宗例を1節づ㌧切。た{、の5～6ケづ㌧を1組として垂下式κ20組
 を施設して巣竹とした。

 d一飯1料及ぴ投解

 了ジのミンチ解に,粉末餌料(甲ミール)を混和して刷子状として,朝夕2回づ、投与し

 た。

 e試験結果・と考察

 ○結果・ぱオg表のとち・りである。

 ○櫨苗不揃の上に,4～5日に貫。て収容した㌧めに,・減数多く歩留(尾数)48.4%て
 あ。た。

 01.3ケ月間の養成で平均個榊匝鮒上3.5榊。成長Lた。(212.5gが7509)

 ○歩留率け極めて悪か。たが,増1勾係数,E1成長率,一1手料転換効率(何れも補正)ぱ試.験
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 1区1一・比べで同好であ。た。

 (一又,.1」t・11区と同榊iI・後半!l1Iた。て大糾っ{,一一川・町付1三州浬くな〔・たが・試験1・2

 1茎共通Lて'云えろことけ,タコカニある程度の大きさ(1kg内外)に左ろとヰ七榊行勒矛起L

 腓苔・同じくしIrfrl!・付奉か悪くなるようである。

 ∩11月1日にけ試舳申。タコ1匹が巣・竹の巾に産O旧Lていろ。が砕認さえ1,11月4日,

 7則こへい死したタコ{、,かなり卵巣が発達Lてし・た。

 ○上、妃ポ』タコ州オ11月12日から24日にかけて癖化がみらハ1'1二。

 ○試験1・2区何れも1～2ヶ月で3～4倍に成長し,1k9内外1・一もなろと解付きが

 悪く庄。たわ一寸る・つで一(一けlr{1庄い'」か卓、矢舳.次いが)タコ糾火では.1ケ月位{一1期間と

 して事業争行・た方が得策ではたいかと.智、われる。

 オ8表

試跡結果

      1・魚種74.コ(一1)
      2.蕃64H閥(2ケ月)      3種成期舳38・8・6～10・8莇尾赦†・
      4取上尾籔7

      5・減尾数0

      6.蜷死体確認数0
      Z行不明数0

      8.種菌総重量k91.リj
      9取上総量尉kgz50
      10.種鮒平均個体重量92ア5

      11.取上平均個体重1迂91.100

      12一総投餌料kg`撮換算アC-027(.羊魚5ア191甲ミール3,209)

      13増肉係数12

      14平均個体重の増重倍率3,OOO

      15一歩留准(尾数)4100

      16.〃(尾数)考400

      171平」弓日成長率%1.88

      18.解料転換効琳タ8.32
      19平」白日投解率%22.6

      20.師舳納鰍聯g300
      2.車削手乏小個体∫(蝸・9250

      22取上坂・」個庫亜屯9900

      23取上最大個俸重吊g1.500
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 .式上粋茅11キ■

       1.・,H.手111マ4.コ(2)       「

       」一2.山ll」1山133.1「1.3～11.1241日(1.3ケ月)       一一一一…【一

       3111;醐'善貞50

       4.取」二一'一辛尾榊勝÷二29T       5.1岐31

       6.節べ8

       ・・パll!」TT23
       8.柱}絵1i11,1rk1一12.アら
       9取」二冷1重1;.モi“121.ア5(中型6L!・榊≡州4,551帖)

       10.オ梢十」リ個汰11ピ.'・匡212.5

       11.取上斗」≒舳床!上」1一.一きア50

       12.総j二よiw〔1口、“剛つ186,086(l11州ア2。コ18中ミール3.51ア)

       13増1勺係以3.61

       14.平」ち蝸段亟・つ哨.1庄f==本2.525

       15.歩留半(1毛敦)448.4
       16.〃(並一、')甚1ア0.5

       1ア平均日成長率歩2.36

       1&餌料転換効率'2ア8

       19平均日投餌料≠8.51

 1・手一11 マ4.コ(2)

_二1

 ※摘要減数のあ。たものについてけ,13,1ア19の杣正を行った。

1)総括

 8月から12月にか月て小亨、・」方式による海虚魚蒜券洲一1上試験1}行。た、

 対象魚種け次の6種とした。チダイ,カワハギ類(カワハギ,ツラナガハキ,ヨソキ),
 ヤカタイサキ(コトヒキ),イセエビ,ガザミ,タコ.、

 2。試験地の月別水温は8月276.C,9月26.4℃10月23-6℃,11月20-9℃。
 12月18・3℃と漸次下降している。

 3チ4'イは約4ヵ月間の養成で平均個体重約2値とだ。て1009内外に成長した。日没瞬率
 14¢内夕†,日成長講{0・5%強,餌†斗一転換安力率3.5～4%内タド,増肉係数24～28であつた。

 4・黒色化防止試験でけ・赤区(赤色ビニールヵ一テン海1(イケ→・つも。か岐艮でム。たが,一
 そハでもなお一,犬然も舳(比べや㌧徴色化L一「いて今後更k一晩討寸ぺきてあろ、、
 5・カワ'・ギ類では,カワ^キは成長方弥左1つ早く,飾1い易し・{、こってあろが,混楽Lたツラナ
 カハギ,ヨンギは蓄恭朴として1・.一止不道当て朱るつ.一

 6。ヤカタイサキ(コトヒキ)日歩i;?りはかた;1よいが,∩■;付利t忠く,蓄1言蔽としては鮒ハ
 にくい∫(!て不道当であろつ。

 アイセェビは3・8ケ月・つ相Jkて平均1239し川、・つか,1619κ成長Lた。
 111」は特大エビI例一之容Lたκも拘らず共一貞け全くみられ寸歩留100毛てあうた.一
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 8イ七エビ・リ'1土'つ日三ヅfl∫・{・二1一「1「一19二一1=H」

 0.2274,'一ギ・.l1土224'バIl一一{・1-1一・

 9ガサ`ミけ48ケ月1=つオ;1人てポ≒一82^の{.一

 歩留50鴫てカ1oた。こ川:1一ぺ肺一1二一箏川ぐ大・

 10.マ4一コ'.t1～2ケ月で3～4fミールー成kし,一

 興カ・〃・(た。たわし一「,蓄=り火刑ポ」低下→'る

 一♪ぺきてあろつ.、

 11。又,タコ{1…自.“でけ';・一別,i[1川一{・ご'壇一㍉し{・一一.一

 ・・}・一1ハ.",lj1一リ.一…i-1.13.54,日州～1名

 一.・4く,アて.、o,㌧、

 『が,20コ剛('州三したか,へし〔例二が多くで

 葺く、卓・{さカブこよってあ二=〕、、

 ムろ甲.'区1、`'」大貞さ(1k証内外)1・'Iたると責岬{f

 ・・そhが赤ろ・つて,iケ月f†看㍉㌔一1」ぺ'」1u川昌1と

 三1・』lj一†へ1表てあろつ。

 」■i二役i`試耽に廉Lて…1』々,協力し・ノー二たし1た自・村午ヰ民、一1!1芙糾合長仁士じめ役職員並ぴκ同j、・∫{1.堀

 こつ月.曳貝し⊃フラに畠射意i、・星～し{■ケ〔・

文射:端

担当者  縞山国雄(全11ol)

 九万出・一己
(畜芥管理)

此牧孝.行

上川一出,蝪
 (輸送・化単分析)

 武m健一二

 ハマチ養殖実態調査

 ○午根養魚場におけるかん水養魚事業

 34年設,沿対によって設置された牛榎養魚場は,当初2ケ年失敗を一重ね3年目から漸く

 軌道に乗って.37年度は,ハマチ3万2千尾,タイ1,100尾を権殖して,かたりの好成

 績を収めることができた。

 38年度は,ハマチ帖苗こつ不。.l1;.があ。たりした;が,2母ブリ,チダイ等O韮榊に{,踏み切

 ○て県内業者。注目寸ニニ。ところと左。;一、二、

 更レ1一は,一『.…魚上州)観光地化を洲。て糾合日常・つ:毎小ブール造成,乍勺一≡^1,賞ポート等引j11拍

 すZ。と共・に旅館4中1を誘致してい■r,10～15万人しつ観τ存が.≡フカーてし'・ら一(釣堀劣38

 年4月～59年1月末て一約42500人)

 ll」ユニ集と観光を結びつ1った点に奉・し(てけ,本土I,一!・こ洲づ・1」ユニークなみ征であ・て,かん一j(芥

 .～」芋主業一カ向を示している早、○ともし・え二1う、

 一'1・右1.j,さきに(1月大)38年度'・f・.i.ハ、ll一{つ一」刈.行。1一二一つ二,11111こ,そ1増、㌔・脆
 幸出,、一ナニニ・、出し,一.辺支二に閉寸る詳孝11iた金繍に一ついて11一公4j・・二・昨■二二こと㌧し1一二({5年～

 3ア引・1-1び介幸1出は,水海試嫉機一1i■].'」・に沁一」くり干)

 場〃〒,唯水市牛根字一熔岩
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(一一三等)

 l1≡1手.1ミ198丁一ル

 ニ斗㌔.'二」オ(、とア5nユ

 。・イケメ

 冷。“二11

 地カミンチ,

宗

弍

フ'

そ

 一監・・一1ミ

の

ト
池

 (オ三ナこ20-m)

 ̀×`X61■ミ6衣,jア1.」l1,

 1一一1・(11年ブリ。二一'一、1)

 ぺ{:9×9y二9エロ15オニ

 タレ{.ナもち一.一大小・向.=130ボこ

 10.1・'三15上士

3tO115H-1ニニ{
 力リメーイた/・某

 、」一1…千・序凄

 1「×25m

 プ7スナック1呉

 ポ管理状況

 養魚管到jぱ,_主任1名二⊃下[、'

 出1.モ時人夫を使用している。

 総括的左経理関係は,組合本{

 ()放養…走綻fと歩留

2隻

 常1一.lj男・干・3名,久十1名が層リ

 1。、。iψ1名抑哨Lている。

∵
 一■

 残ユ}尾寸蚊
 L一一

1515

 0∫・一'2r''

 茱挽都合によりて適コ1〔に,

 '、マチ 池放養14.000

 チ4'イ池放春18.00iコ

L_1

歩一斗備考
 1'、イ・ビックス6㎜

 1。。。1立方イケス綱で耕一
1育,池内設置

 ア36月下句書で池外

 小割式で養殖,そ

 86の他地へ放春
1同上

 柱石,・・マチについては,ア月以降,湾内で漁独したも`){の
 と右りを購入放韮してしrる

 。。生育状況
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  一一'''

  尾意

  力具月.也;■裏1■丁八円納8〃912・(カンパチ)12■一山■'一'■一一4619口2681:;ト
  計1,113尾   i一

■

 〔〕2年プリ,(オ1表,オ1図,才2凶参照)

 a4月初め」ト」つ1k92500もOカ{,12月末には3k9900に成長した。('一上大5k9
 500,最小3k9200)増肉価率ば2-46倍。

 b,成長山≒1はオ1図Oとち・りで,4月から8月まてはゆるやかな上.昇をみせているが,9

 月から10月中句にかけて,や㌧急激在成長カ路られ10月下句以降,停滞気味で僅かな
 成長がみられるに過ぎ;生し■。

 C,日間投餌率は全州1!」通じてみろと2・7ア%でI,」一段高け6月後半のア8%,〃低け12月
 後半00.8%。

 d一餌料怯換効率は11・3%てI,増内係一敬8.9て一や＼高い。

 e病害としてはBθneainiao寄生がみら。11,淡水処理,ネグホン投与を行。た。
 f歩留りは100%で・'・・o・た。

 12〕'、マチ,(オ2表,才3図,オ4図。参照)

 a6月初め平」句73gのものが,12月末1k9348に成長した。({辻大1k9600,
 最小1㎏150)増内侶薬183.65倍。

 b成長田1線は才3図のとお'りで,6月からア月書てば,や㌧ゆるやか左上昇,8月から1
 0月前半まで急た上昇がみられ、10月後半以降,ややゆるやかとなっている。

 C日間投餌率は全期間通じてみると,6.6%,雌高ぱ6月後半の61.8%,最・低ぱ12月
 {菱一壬`つ1.8%0

 d餌料転換効忠14.10%で増肉係数ア1と左。て,2年ブリより低い。
 e病害とLてけ8月巾下舌!]AxilユeとlBened-iniaが発生し,約200尾がべい
 死した。業塩水処理とネグホノ投一与等の支。悌を行。て,その后二つ病害証予防した。

 f歩留73%て,前年の93%に比べてかなり悪いが,これば病害によるへい死のほかに,
 一若千02年プリ(取上げることのでき左か。たもの)あるいは,その他の魚(イカ,タコ
 等も含む')による食害カ城)oたものと思わ易しる。

 ㈹チダイ(オ3表,オ5図,オ6図参照)

 a4月下句平均59`)ものが,12月末には1259にL脹。(最大2009,最小70
 g)増内借率ぱ24僧と在.oてし・ろ。

 b成長山科は才5図のと倉りで,大峰,直辛11詐;主上昇を示している。

 C日固投餌率は全胸舳逓じてみると,5・97%業}こ・;は7月後.半の14.4%最低ば12月後
 半撒2.3%てある。
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 d餌料転換排奉12.2%で,増肉係数8.2.

 e病害としては,l1財帥.;が若千みられた。

 f歩留りは約86%て一あ。た。

 gたま、・,2年≡宇舳マダイ(池放ボ)は6月2559。つものが12月420～5009に成
 j1王している。

水手榊統状況

 39毎1月26日母.1在まで・I・販売状況ぱ・オ4;」ト⊃とおりてある。

 o2年ブリは4月から毎月,地元て販売(一般,旅館向)し,1堰当480円～600円

 岨1.1'.1;;市場には12月下'乍i」69尾,1月19尾を出荷して,1悔当ミつ12月け500～520

 円,1月ぱ430円と;主。ていろ。

 ○ハマチは,8月から地元て販売しけじめ月を追。て,順次,販売尾教が増加し,12月

 には3165尾をkg当り380～450円で販売Lている。

 馳児品市場には,12月下句138尾を出荷しただけでありて,kg当り440～50C円

 とかたり高他が'ごているが,今年度は蓄益尾数が少なか。た関係から,他県出荷は全然左く

 距一=芒島市場への出荷も上記013引をにとどめて,専ら地元で㎏当リ4口0円内外の値段でI

 版売していることにしてし■ゐ。

 1月26日現在版売総数5-326尾と在。ている。

 o2年タイけ,ハマチ取上の際に,綱にか㌧oたもOを一時,蓄春して,12月末胴!己島市

 場に120尾出筒し,(5009内外)1値当り520～ア00円と高値であみ。しかし,

 1月鹿足勝市場に出荷した85尾はkg当り430～460円とや㌧安値であ。た。

 ○テク'イぱ,11月から釣堀り用として,観光客が釣上げたものをkg当り450円て販売し

 1月26日盲てに約ア500尾を処分している。

 2年ブリ,ハマチも勿論,釣堀り用としても開放しているが,観光客は,チダイの方を喜

 んで釣。ているようである。

 収支害i」合について

 前.:'のように,金額の明細については,公表をさけること＼し,それぞれ費目割合を,才5

 表,才6表にあけた。

 支出の方からみると,」壮大け解料費む52¢,吹いてI種苗役の15.6筋,給料手当8.6%,

 舳人科70%,贋知性5・8%,修繕費5・0%等とだ。ている。
 前年座=に比べて,餌料王星の1㌔一」合がかなlj減少し,逆に種削ゆ割合が高くな。ていろ。これ

 は,餌料単価が安か。たことと,栖甑費。=」方て1.亡,ハマチを78,912月に総計1-113尾(5

 ち12月609尾)退.加購入していること,艘光客釣棚印⊃アヂ購入費がかさんたことに起因

 しているようである、

 収入の方では,12月末・」.1寸}1て,ハマチ58%,ブリ2.2筋,了チg,7¢,釣堀代金4.7%

 タイ3%の順となってい。三、,1月に入って,タイ1つ孔上1一。三てニギが{.1;くなつている。

 上記の」=うに今年度は,12月1れ⊃出荷カ砂く水揚金汚、一j・支出金額を比べると,12月末て

 一37■一



 は,若干1I⊃赤字。!一た。でし・ろが,列1尾.独⊥リ,「、'.一=寸れllクニ・。1'リー1一一1一。1し見込めニニ上う

1=1郡科畔人

 魚耳11別,仕入先別館舛紙入納会と1サ1価(k9主{)一け;7皇二・つとお・りである、血統一二11土,あ
 じが断然多くてア3.3弱,吹いてきひ=だこ■11・ア%かたくちいわし1o%,{1[た三・いわし5

 筋と続いて1(る。.

 ≡、市で^平」カ11.4円で.三年・1⊃12.95円に比べ,安くたりていろ。

 爪杣別j1i価は,あじ洲・三{、安く10円,次し・てぱたかいわし012-5円,かたくちいわし⊃

 13,2円,最高がきひ友ごこ⊃1ア8円となっていろ。

 58年吐,距児螂湾内あじ二.し,例年にない.'ミll.{一院であ。たため,こ一〇ような㌢～f虹と左。ブニもこ⊃

 てあろ%従。て・今年度け・榊・÷1!.l1入については奔走するようなこともたく・非常に梁創一!=

 態であ。た。

 2年ブリとハマチう{一舳の絃享有効果の』七鞍

 削紀のように今年肢から2年ブリ言一三タll'陸始めて,その経済効果についてけ,継合員はじめ,

 他地区業者も注目しているところてIあるOて,2年ブリとハマチ売舳の何れカ権利て一あるかに

 ついて,ホ卸一経費と販売価格についての概略の比較をしてみた。(人件批,施設奴等は,区別

 Lて比較することが閑難であるので,それらは.支出割合からプール計算L,同鶴とした)結、果

 ば次山と未・りである。

 1.平均魚体1尾につレ、ての比械
      '一一

      ＼決別拙か一..、2年フIリハマチ、紅2年ブリハマチ
      ''_一'一''一

      テ11納州問4月1日～126月1日～12解料代金@τ1-4円@11,4円
      月31日月31日
      2ア5日282円109円      214日L山一'は      1,1259種甑代金250円1尾@6円      1蛸岨匿〔ア39
      3900〃諸経費136円136円      取上重.量1,348.〃
      2.ア754計668円計241円      増内頂肚1,340.フ〃

      増州吉率2・46倍18365倍販売代金@450円@380円
      8.91,755円494円      塒内係数ア1

      所要餌蔓モ24k96989k9546拳引1,087円253円
      。。一''I'__」__一_」L_'一

 2年フ'リ種苗.llヒぱ,一輝1生ハマチ1尾当り続★が215円,本年度ハマチ11皇当り251円と

 な。ていろOてI,一応,250円とした。

 2年プリ版売代金にっし■て,地元にお・いては480円～600円,12月大胞児島市場で,5

 00～520円であ。たのであるが,1月に出荷した19」昌がkg当り430円であ。たところか

 ら,450円に押えて計算した。

 ハマチも,地元て1380円～4口0H.12月末胞た.1」可場て44C～500円て販売してし(

 るが,地ラ〔販売〔⊃」一1三低地をと。て38口円とし}一こ。

 2.矧舳tlkgにっし■ての比・敏

 一37o一



 にお、篶桑災11二
 支十しては,2年ブリがハマチの約2倍と何れも,2年

 ブリの万カ鴨利益をあげている。1尾当りについての餌てば,2年ブリの方が約2.6倍もO餌
 を使。ているにもか㌧わらず,締済舳には有利とだ。ている。
 今年11土つ着先一';弄.旦;災た1づからみると,ハマチ(1年)養仰1はりも,2年プリ養タ伽⊃万力靖利な
 ことがわ1う・oたわ1うであろが,2年ブリは,魚俸洲(きく,単価カ浦いことにお'いて,ハマチ

 離どOfl、撰がないとし(えよう。従。て2年プリニきWつ.有利性一も。とも,現在O段階てけ右
 利であろわり・⊂あるが一ということから,2年ブリO壷舳尾教が極1喘に贈カ11することば,本県
 に云。Iいでは好者しいこと㌧ぱいえたし・たろう。

 調.査員九万rH一已(一文責)

 〔才121〕光牧孝行
 2年ブリの養成季節変化

1
,

              ■一・一

              尾教敏重9日日向投餌帥j成j・三飼料転
              舳1;」月日一一一一L              N1二1Nt2W1=1Wt2数投餌量              1、㎏率(ヰ1炉洲巾去)効率%               ■■■'u

              1～151.5151.2291.1251.230151.370530.361口.9
              16～501.2291.10アて.2301.350151.2155.て0.5911.6

              51～151.10ア1.0251.3501.480158603650.7821.4
              16～311.0259241.4801.620168883.30.5415.4

              61{・15924ア8ア1.6201.アア0151.640ア00.52ア.4
              16～30ア8ア7411.ア701.930151.700'一30.57Z3

              ア1～15ア41ア081,930ノ2.100151.4006.30.538.4
              16～31ア08ア032.1002.2ア0161.ア206.940.50ア4

              81～15ア0369s2.2702.450151.0684.30.5011.6
              1I6～31一6986602.4502.640161.9256.80.456.ろ
              91～1566;6372.6402.900151.5555.70.6210.9
              16～3063ア6162.9003.240151.4406.60.9814.8

              101～1561659832403.520151.2954.160.5312.8
              16～3159857ア35203680161.2953.50.288.0

              111～155ア754936803800151.2953.70.225.9
              16～305496313.8003.840158362.660.0ア52.8

              12ト155315063.8403.8ア0158722.750.051.8
              16～315063153.8ア03.900162560.820.0554.3

              一^''一'.

              ''

              4.1～1-2～311.5153151.1253.90口275226302,ア70.31311.3
              一・一''

              電

              5噌肉係数8.9
              Fユ91

              4.一/.一I''一一'一
              2年フ.リの成長一ノ

              3一/
              ノ'

              '

              一一・'1

              2一'一'               一'/一

              1//

 と江些.二身工。士中、i1土ツー一1.リよじよIソ#一しよ史工
3456ア39101112

 -3RO一



 〔オ2表〕  ハマチの養成季節変化

         丁∴1眼oI一一一■一一■一一「         体、亜9日向投日舳成i耳料転晩

         期固月日早R二9餌手1¢効率%         一一'凹山一`'''肥I一一一''■…'…■一一」■」一1■
         ■r^

         61～15151.3008640.64.6011.08

         16～30153215315021ア61.84.62アア9

         71～153260155.48039156.フ4.06Z16

         16～316011516980U70050.03.93ア86

         81～15115240158.30059222.24.ア421.16

         16～3124045016950068312.837128.98

         91～15450640151313095211.62.0717.84

         16～306408001512.8259168.51.481741

         101～158009301512.ア00918ア11.001409

         16～319301.012161「.3008295.50.52981

         111～151.0121.1021510.500ア804.90.5ア11.63

         16～3011021.2021らアア00583340.5814.12

         121～151.2021.301158.500666350.5315.14

         16～311.3011.348164.2353311.80.2212.33
         」一一■
         6,1～12,31ア31.34821418.53595466.60.9314.10

 増肉係数ア1

1王193
 ハマチの成良

1000

500

 678・101・112月

 一3Rl一



 〔I㌃ザ〕

 ヂダ.イ.の養成季節変化

 ド01～1D

         1η■■■I一一

         、i月日←生一五呈一一∵三、、丁什㍗投餌淋9日脚投         日数日出」,ルk
         L11餌叶9計∴11.55.57効ヰニ         一…」■一^一■I'

         85アz6396

         1～15Z5151513518.23C.2
         一1-j～3113191613518.2ア12.35330
         1～'151“241522030.5951.5弓15.5
         15～502・;5C15ア6845.コ11.11.48134

         ア1～1530351596じ5Z01.ア1.02s.ア
         16～513541コ61.48088.014.4電.996.9

         一1～15414ア15783473ア2口.9112.5
         16～314ア56161.1506908.41.091,51」
         q1～155666151.08066.3ア31.0914.9
         16～3066アア151.50092.68.61.0211.5

         101～15アア88151.32282.ア6.70.89135
         16～318897161.29081.25.50.6111.1

         111～1597104151.3908545.7脳7δ.3
         16～30104111151.28081.5360.4412.2
         121～151111181597566.3390.4110.5
         16～311181251661045.22.30.3615.6

         ・{.25～12.31512525315.113982.05.97U.ア312.∠
         」

 。1Tη 日紙;裏換1

3C2

1う4

69

149

 1J一

105

122

%

増肉係数8.2

 2年グイ
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第4表

水揚販売状況一覧表

 2年プリ バーフチ  2年タイ  チ界.イ

市
場

名1

 売三ド

 上。個庫

足

数一9

1k・㌦i
 プ当1
.けゾ
1,コー1

 い萬≡手グ

 .一rk・1;1
 当1隻i

 ぺ個1り,ジ

数,丞'佃1格1

ト1

 I体.中価1

 1北1平い堰i毫
1土1均:刊当
 1尾1個=リ≡り

;数,隻1篇;禦一
町中11
庫準;

 教;重;f≡、;

斥

4
5

6
ア
8

9

10

11

12

126髄

推

 オ5表  ※支1出割合 12月末刻在

    摘要%前年度%    種苗費15.63.15捕嬰■修犠費
    餌料費32,051.8光熱水竹
    動力費2.ア2.0
    給料手当8.66.63輔人11.1
    販売雑費1.5591食料L     一

    旅費30    消秤品班1.9一16!,061研究批11rL

 望■ぺ
5.0

0.6

5,8

70一

 食料1.1・0i
 1一一、。禰茉、、lll.4;0.51
 研究雌L↑51.o・.㍗.!



  
     

τ

       i摘要%前年度%■一r要i%前年続%
       '■■'

       洲信弼1.21.13雄雌1.6コ.6

       会議費0.40.11宣伝広告費1.20.6

       接待交際費2.21・1保険料占1ア,地f1・11その{0.ア       備品批0.60.7
       ・燃油費0.9o.91.36
       ヨ1司一■一一
       一借入金利,富,2212.9』r計01つ0       “

 なお,種苗一班%の内訳は,ハマチ(90%)タイ(1.3%)了チ.(5.3%)

 〔才6表〕  ※収入書i」合

   1・莉要12月宋助在%1月26日現在%
   一'

   ハマチ売上代金5847
   プリ"2231

   アテ'19ア9
   タイリ36.2

   雑魚''0.40.4
   釣堀代金4.74.2
   ボート貸料0.50.6

   雑収入1.716」

 〔オ7表〕
 ※魚種別・仕入先別解料購入割合と単価(k9当り)

           マ

           紙かたくちいわしあじきびなごはたかいわし計

           仕種入先7納''凹一一'一一           単簡単価tf価平均単価
           弱(円)%(円)鳴(円)%(円)

           一'一o''一'^一一'一.一

           地元58.636.5ア94.812.646.38.4

           胆児島518.1ア016.611.71ア80.212.223.91Z4

           圭布占I1古江12911.22911.2           0.810.40810.4
           .一_1I一'
           計110iフ3.3リフ1           一■一1。、丁1丁三。一_            12.5100一十一一一           平}榊」'13211.4

一3昼4一



 麻酔薬を利用す一る活魚輸送基礎試験

 〔1〕目的

 近年海産一点¢)蓄養が盛んになり,これらの稚魚の輸送は海上輪送.又は蛾、1111南給による陸上輸送が

 行庄われているが、上言己1⊃方法は爪k:.と放養密度に市1」1痕があり,一足一1点以上の革、再。一三は麗貼である。

 活魚を麻酔し,浩二1qの・車劫を緩慢にして,籔素圧の低下,炭.段ガス,排せつ物○増加をおさえ安

 全にI活魚を輸送する試み1:けてに行なわ几でいる。

 本本試ではモジャコひ.舌魚網送については主として炭素帥絆による陸上」r≡j玉を行なっているが,

 多量の沽焦を輸送する目的で.そ・つ払泄試験として2,3の麻酔薬を用いてマアジを麻酔させるρ。

 にどの位の濃度が適当であるかについて,その基礎的試験を行なった。

 〔11〕試験方法

 試験期日昭ネロ38年12月

 試験担当者九カE日一己,上日]忠男,武田1ツ上二

 先づ試練の方法としては154谷のポリェテ1ノソバケツに海水104を入れ,肋這濃度に念ろよ

 う麻酔薬を溶解後マアジ(体重53.5～5Z8g)10」せを技入し麻酔の程度及ひ回復の状態を観

 察し走。

 〔111〕観察結果

 先づ麻酔薬の最適一量を矢口る目的でマアジを1時間麻酔して拾くのに残する湘牛薬の量と回復の状

 態を観察した結果は下表の通りである。

 観察結果で触藍襲勧の停止されたものを呼吸運一動悸瑚禾酔され平衡を保てない又全く綱弾されな

 いの3区分に分類した結果・平衡を保てない濃腰は爬rtiaryaΨユa■C⑨草0ユぱ1・o～t5
 cc/名,」M.S.222ぱO.04～0.06g/Z,ChユOralhyd-rate10,12g/4,
 Chlorθtonθo.19/をでそれ以上の濃慶1では正常海水に投入しても1一艘しなく饒死が多い。即
 ち鯛運動が停止・昨1及〕璽助の停止したものは回復か困難であった。

 次に突禁問題として,6時間の輸送時間と仮定しマアジを6時間麻酔しておくのに要する麻酔薬

 の量.とその回以状態について検討した結果は下表の通りである。

一385一



1、。

1…コ㌃・≡20

 1期・0
欄一20
 品80・

㌻

 マアジt6i:与ドlj  。ぺμ■、未.{,1央。)一喜二とその口倣'二態

i11!l

 I偵

 !㌻ユ∵■丁㌻∵

 .二⊥讐
1・・“1

          …“山.τ一一'1''一一蘭撚嚇察1一一'■'一一''一一一凸一■一500523321」'一■'''一一…■…皿I一一I1-1I■■0一一50055050一一一…'■懸。拍Q血Q旧説          一一〇〇

          .1'三心_'年し≡午正百、1一一'一1-i4一■'一L3ワ凸''`一里心麻酔正常凹凹          ζ泌.麻酔正常四必麻酔正常対照正常
          05o532          L-o■、工」し10"■'凹05234

          20"502350          50…一0一一5050…01-141一一'一505凹5          14■■一…一〇一一23一山一…■一          '■'一■          1■■1■

          さ0"41505050

          日20・50?350505050505

         
          ■一

          50235050505050oo

          畔50325050'■一'■一5050505050.          ■0

          50415050505050

          ・⊥讐平衡俣てない05平衡裸てない50平働俣て右い14平陶保て左い50平衡保てない50衡保てない50平衡保て々い41■'
          80分L平衡俣てない23平衡保てない05平衡保てない50平衡保てない05平衡保てない50平衡傑てない50平衡保てない50平衡保てない32

          平衡傑さ=てない05105;5口平曲保てない05平衡保て宏い50平1甫保てない一41平価梨てない.50仁          240分,;5051  土jL一」

 マアジを1蒔問.職金してお・くのに要する㈱粋薬の最とn復状態
          'I一'一'■一

          婁鰯回復状態          麻酔薬濃度.麻酔の程度
          14(分)姥死数          5分15分45分60分120分

          3.0㏄3～5乎吸。重動停止o11113
          2.5仁C3～6呼吸運動停止o12237

          Tertia町2,0㏄4,8呼吸運動停止          a町1平衡保て在い135555
          alcOhOユ1.5uC4～15平衡保て在い991010100

          1.0㏄8～29平衡保てない991010100
          0.5α二15～60麻酔されない1010101o100

          ■

          0.1g1,3呼吸運動停止o口ooO10

          0.08タ2～6呼吸運動停止          M.S.222平癒保てない001119
          α06ノ3,11平1鮒呆てない335555
          α04身5～1平衡㎡てない333555

          149呼必璽動停止          ChユOraユ0～鮒はり脱/`止o000010
          h担ratθ12g15～24千1〃果てない000114

          10チ15～38平側俣てない222253
          2は正常

          ■I

          0.4タ1～1片.快運洲手上o00oC1o
          ChユOrθtOnθ0.3タ2～アげ・ん止助停止o00口010

          0.2g3～手iぬ哩幼/'止ljo00010
          0.19ア、1平純鉄でない358,0100

 一ヨ時。一・



 マアジを6時1川麻一一≡させ・回慢状態1n良好右払斗=二はTer1;iary㎝コyユalCO上101↑ocC
 /ムM.S.2220-r3タ/eChユOrユ勾†ユrate2.o9/4⊥一エ下,又ChlOretOnθ
 0.Oア9/4等の握度てば作人ど100弘ご1一..'一ぷτし.一.。.!}一}押送し)⊥易合100例=]復カモ螂ましく.
 回復の状態と■怖非薬ω隻とむ関係は魚伐,,1買1本心大小,及び水己ボ1;により異哀ると一ξえられるので
 それ・等の点11二ついては今後険討(つ余地もある。
 活魚㈱」生中に鮒繕ψ1・むの停止ぶ1」ち呼吸込1カI『ノ〃上したもO、し,一j1i宴:ク・i」{雌であった。活魚を麻排す

 ること:一二より7I1泊の代i糊を伏下させ,舳乎・1ん.い'lt行な1'.」し庁がら雌素納給と1作用して多量の活魚
 を捕送することは町能と・考える。
 次に1柵=,し中に{“けろ.々素消費・≒;=について
 紙一、1・楽濃・厘を1変えてマ了ジを緬一ト・1人蜘こして汕気を止め"洲1失し)1ソ素枯1ク)消費状匙を見松結

 果は下表のと圭・りてい十れの麻脾來に拾いてもむ、1必)缶1い区分,即ち強麻排されたものは破棄消残
 :11が少い,これけ呼出亜三励の行止又は停止寸前であるためで正常水投入1受も殆んど回復しなかった。
 低濃度の区分は平酌を1尺てない槻吏であるため呼吹連動は続けられ嫉素消費柑も1呂く1時間後の残
 存酸素1」1は1pPm以下に減少し,殆んど嚢一自.状態にあると一1以ばれる。
 マアジを6時閉麻同町ホ送すると仮定して般一素消・費量を見たが下表のと拾り適気により溶存酸素は

 十衡を保たれるので,沽.魚帥送の場合.白1j記濃度で麻染し通気を行うことにより多提二の輸送が1・∫能
 て一功ると、也、はれる。

 マアジ1時間麻酔中の酸素消費量

      麻酔前の酸1時問後の1醐醐酔
      麻酔薬濃度4素量;1投素吐椛液韓肖携死教

      (.一山)()費趾⑱ω

      三〇㏄6.644.482-16ミ破1募巖使帽
      Tθrtia卯2.5㏄6.252.993.26ぺい死7尾
      町1alCOl=012・O㏄6.312.094.22.       へいタE5尾

      1.5CC6.170.805.37〃
      一

      1.O㏄5.93O.735.20“

      0.196.876.490.38“へい死10尾
      0.0896.315.940.37“       へい.一9尾

      MS2220.C695.812.453.36“へい死5尾
      0.0496.081.554.531'       へい死5尾

      14夕5.925.340.58lI       へWlO蛙一
      1295.014.520.49一`      C上110ra■へい死4尾
      1095.』O3.991.41''      h担ra・teへい死3尾

      6.403.682.72“      8多

      3.183.12"      446.50

      4.49''      246.552.06

      r」.4g744ア06C.38''       へい比101.着

      0.3穿ア076.58o.刈9.'      Chlorθtoneへい夕已10尾
      0.246.725.9』O.781'       へいノE10/、昌

      0.1身5.972.303.67
      ↓

一387一



 マアジ6時間適気脈皐後のし。素1,:・について

  
   

一

     庶■ト11志搬糺乏1■^1{ll・■r・ljり㌧比1丁1手、、"、、酔裏、宇裏、、、二
     、PP皿)(PPm)

     0一一一

     1.5㏄6.74Z15

     Tθr一むia町
     岬1aユCOhOユ↑0㏄6.61Z27

     凹凹」凹

     0.05g6.7』ア57
     MS222■'

     0.0396-86■422
     一■凸凹L凹■'一〇'一o一'I■一I…一

     ChユOraユ3.096.42Z37

     hyd-rate2.Oダ6.?6ア88
     _L___一

     o・1g6.63・一475
     Chユ。retOne一      '

     !α5796.33ア97

     ナLL'一一一'''一■
     対照、i6.56702     一'

 .3㈹一



 手旨積地区内水面養魚、揚水、泥質調査
 〔I〕一1.r一

 榊i→.ω=`に・・t近年湿泉1～!i∫臼の養鰻翰養が盛んにな・り・虻鰻場よ6ケ麻・売面憎2938が

 ・つ養1{曼池が存在し.汽水2ケ」一一■〒.1炎水4ケ1一斤で.らム。

 推1曼」易{こ.』・け・■れ二三つの主要{一士プランクトン11…とi督凄斤閑ネ`廿)5・Jの1ま二一'一=….水質1」ピ質

 が養鰻場ノ)物真代帖を!)j付けプランクトニ!州とその生座を都ビし。⊂れらの生.'lll・水変
 りの程畦と方向にお…し.そ。);岩牢=として=ξ一(≒成■て.」尋え・ら。

 これら水変り1寺に一^・け・る水%.1ピ賞の状態を把妬するたj一'・.κ印38字5月指宿地区.;魚場
 桐尼質調便を行った。

 〔lI〕.、瑚査方法
 蝸査崎・1;月昭和38甲5ガ

 調査員畠山国碓.上出忠帽.武田地ニ

 ニ周衝方法は水温。PH.潜御■要素は塊易にて士1尾.叉池の分析項目;一t成男変化11方正を行い.、毫

 験室に持帰り分折を行っプこ。

 〔㎜〕結果

 調査地点図及び分析給星表は巧i」.表の通りで.るる。水'、'忌ば場.所による顕著な差異はなく22tか

 ら27℃の範囲で.水色十.士田中社饅場は透明で他のj+一吹排け黄緑色で.姥夕6の現はれる池ば一般

 に黄褐色及至茶褐邑系を与え梢々逐一」1てあみ。Pヨば&9～Z5を示した。溶存酸素は日々時問的
 変動が大きいと考えられるが..全般的にみて同じ管理条件の{1白魚場内に拾いても変動が著しく
 月抄1.38PPm飽和度として1&8%を示し走。溶一1字椴素量はプランクトン相の増殖.監にr;■ヨ係

 し変動するものと考えられる狐鑑死地の溶存破素量は少く4pPl口以下.飽和度として50%

 以下の池はいずれも蛯死の現はれた池である。

 限界酸素量は水温.炭酸ガス分圧.硫化水素その池。有毒物質の一存否.量により一甜に蜆足で

 きないが.全般的にみて1按素量4PP㎜以下.飽和度として50%以下が眼界酸素量と推定できる。
 溶解物質。浮獲物黄.カルツウムイオン.マグネシウムイオニ1.硬度と蜷死地との帽係は今回
 の調査てば細められなかった。

 CODけ田中D,24～3・57pPm.指宿5-27～38.53pP叫九工2.68～54-08PP皿サ:!クイ.

 12.51～3α83PP皿でその範囲が広く.全搬的にみて00Dの少い程鑑拙曼が現れみ。即ち.養

 鰻鳩に呑けるCODはプ戸ンクトン1壷に並行的に現れるものと考えられ.CODの少㎞屹はプラ

 ;!タトンの少い池.透明衣池程CODが少い。
 央;堰ば全般的に豊富であり.その轍日量け排せつ物.プランクトンの枯死1本からの絞出する

 ものであろうnアンモニウムイオンはO.5～20pP叫亜硝酸イオンは田中,指宿は少くO-OO～

 O-19PP叫九工は補々多く皿02-O.52pPmである。可溶=1』リンけ田中.九工は少くα086～

 ～O-156.指榊tα133-O.577pPmでその溶艀量が大きい。

 泥質はPH.中海強熱減量1～10%で変動は少い^硫化物こt0.01-2.50〃g/9.COD

 は1～2的〃でその変働が大きい。特に混質㈱ヒ物の大きい'同所は池の泥質としては不適当

 と=弩えら.れみ。、

 水変り岬に捨ける養肺魚の摂耳不良.体上げ.焼死等の典循理擦1-t溶存酸素量不足.炭.俣

一389.



 ガス分圧.イ臓物真・硫化柵・メタン・等の生成による凌椎な要因に起因すると考えられるが.
 lj(中門鰯…の不足に上る真上げの術産がミξ=められた場合け水中破素を増加させるた.o.バ・チカル
 ポンプ又はヒューガルポンプを崩いて池水の吸上循環を行い水中線1素の地i加i,、ノ」ることも考え
 られる。叉泥質有幟物の酸化分解により破素消費.佛ヒ物.メタン等有毒・物質の発生を防止する
 目的で投解場に倉ける餌料残・疵・の除去を行うことにより水質の悪変を防止できる・ものと考えら
 られる。

調査地点図

 サンケイ養魚場 指宿養魚場

温泉水

田中養魚場

九工養魚場



分析表
           '一一一

           水質
           凹「'山一千【'0

           場所St水温P且酸素量飽和度残留物溶解物㈱カルシウム・マクネツウム

           (℃)(PPm)(%)(PP皿)(PPm〕p皿)(Ca、理皿)9.PPm〕
           '一』一』一I一'I一一I'一山一一'一一'一■一56.8o{一一一'■           125.9ア004,815フO5ア0.O021.97z49

           田225.9z146,8881.3563560.82.221.97Z49
           325.5フ1158.2791.7523521.21.822.12ア37

           中425.56.922.55298562554.4ア621.9アZ0ア
           一'一■■一一'一…'一山

           122.2ア9610.50115.811901176.O1450.0013.00

           222.08.22912100.412411223,01850,0012.15

           322.OZlO4.354Z812221176.O464920965

           指422.47162.422Z口122ア1205024496012.08

           522.3Z3012,82144.112251106.ア11848、円015.77

           622.5z6516.29181.513331234.398.746.?515.30

           723.66.968.2593.2920886.73己346.4511,28

           宿82己47口。6.7271,O1184111Z866.246.7010.73
           922.8Z1711.19125.511841134.2498498U13.12

           1022.2ア2812.口0132.2838788.34974970976

           1121.9792926102.1918869848.24B.2013.6ア

           1223.9Z12z9390.611101061.948.148.1013.33

           1325.67104.7656.61014g65.8帆248.2014.10
           1426.2Z055.1360.6105ア100954Z54Z5111.06

           152926.973.4342.41008958.24984975934

           162ス6Z124.775Z611861136.44964960945

 》ネソウム硬度

 9PPm〕(E正丁、A)

54.92

54.92

55.ろ7

54.92、
5.口2

5,02

2.79

123.68

121.89

11z34

116.09

11ろ.53

124.57

124.13

120.56

 12α1て1

 12α5・1
118.77

124.1三

 945ド2川・1



分析表

             水質             コ、㍑7、,溶解初泥…㍗、.■             搦所St」塩素量CODア;!毛ニウム
             (1PP皿)(N一一PP坦〕(PP血)王H             (PP皿〕評影

             ■'II一一一I一一一

             17969.62.7612.50O.016コ.156164296.932.920.081
             27945.52.68O.35O.0190.18016417Z6口2.310.218.5口

             3ア749.524.746.250.090O.031Z081.78O.07Z92

             九・一7911.150.0215.98O.0210.172一一ア221.89O.282.6ヲ
             5ア735.754.081.130.34アO.15613781ア483.?O0.894.46

             6ア893.942.59959O.5130.10914989Zo11.020.802.69

             79630.950.021.13O.2760.135192606.952.561.3112.ε1

             8?637,834.070.79O.439O.140Z662.9る0.Oア11.30

             工∵11316.435.4g0.67O.402O.114■'■7.011.12O.148.44             1135〕.835.490.49O.295O,101231656.8910.062.5042.ワ0o

             11341.512,513.06O.000O.1332295Z2010.651-8343.09

             サ2'一■一一一・^Z15381■1.1725.54
             ン31396.530.830.47O.0580.03951106.936.821.6731.24

             ケ41334.6O.650.440.003O.098282ミ≡`'一凹''凹

             イ

             525596o.410.760.000O.06247口4一一I・'
             '一''一`・一'一山一一一〇'

             光池水650孔34.291.28O.201O.12514723ア431.250.254.44

             安注水口6535.31.051.250.0210.1ア813612''■一`'一

             一州一'             野崎98Z215410.760.1口5Z223.580.Oア14.34



分析表

           水質泥
           一一一

           場所stアルカ1腹塩素養OODア;ノモニウム亜硝蛾リン=PE強熱滅量・流化
           (PP皿)(PPm)(PPm〕(トPPm)伽r理m)(P-pPm〕           161,8g165.100.240.410.口O0.086'(午宇

           田262る7171.980.490.460.OO0.080ア21O.4アo.

           362.3716925O.49O.440.OO0.口876.55o.99o.

           中468る1169233.570.650.口OO.1566.860.890.
           †

           1ア3.26441.6510.821.480.09o.133Z76o.ア90.

           270.29443.0211.361.77O.08O.199Z07O.720.

           3ア5.ア44299510,288-O口0.18O.き756.86Z580.=
           病481.18429.9510.OO9590.04O.5706.705.990.

           580.19432.0236.506.040.D40.328ア294,540.

           6792043133'38.5310.150.04O.3516.53Z001.
           773.76373.5414.6010,450.09O.4927226.860.、

           878.71373.5415.4111.020.07口.476z69o.

           9110.593ア6.9881.124.440.01O.6096.857570..

           10108.41372.8636.5020.320.01O.5776.98フ158o.
           1164.35371.488.112.12O.160.234フ1456、アロ0.

           127526585.456.004.640.190.281ア20αア60.
           宿1573.26385245.274.180.05O.3756.555.350..

           1474.25382.4910.555.12O.OO0.375ア311,15o.:

           1558.91371.48O.24O.260.OOα070一■一'■

           ・・・…1・・■L」止"O.070四一一■''           16'
           '…■'一I-I■凹10'一

質

流化物

 (午÷
Oul

o.01

001

 二;∴:「
0,25

0,20

0.4-1

16ラ

0,56

0,18

0.5口

O.25

0,05

0,07

0,46

0.2ア

 口5り
'」09

5.40

 .1,1重r
5・・1
22251

。。。。1
961

16.5,

20.5i
21.26

28.79

22.25

25.76

 2口・O1
1ア6.4

 3。ハ



分析表
            …〇一一■L-1■一III

            水質

            浮み'一一''''一一'■.            場所St水温PH椴素量飽和度残拙・,勿マグネシウムt;1{度アルカリ・

            (℃,(PP皿)(%)(PlP皿)(PPm)(0ap凹)ωg」〕P皿)('D■工A)(PP11』

            ・一・'凹^…「二'■I一一            126.66.96.三826アア1645021.3一一68.8'

            226.96.893.8168.216424Z3'川山一一一一693

            52ん58-56Z7口99216ア48一'一一一`■'1…'I…一772:

            九422.7Z6ア14.861ア8-914684一II`.'一止'一■LLI215.8

            522.9ZgO10.19123.815524ア43-3一一L山181.2;

            623.78.2211,42140.015964975.01■'u165.81

            728.5Z62959129719524264.O“・■山“76.2;

            工825.OZ1710.80138.口19830一'一凹`'L''仁■73.2

            926.4ZlO10.83144.922774一一'一'一■皿回''ア4.2、

            102Z6フ1458.70118.123326161.3'''一一■岬'ア4.2、

            '

            12Z28.451.3816.8232630.89フ113922425121.71

            サ2'・一一'■I一一

            ン324.190514.291592ヨ250140.O9&5            ケ3912461891
            イ425.16,992.5535,428263.090.0395225110&9:

            553.56.6547084.O212.535.4'■一86.11
            】I一■」一一山一

            光池水26.46.953.4343.714ヲ5027.O.72.7一
            安注如24.口ア4914.42175.21362口Z6一'一9ア5:

            一■'■一一I

            野崎26.4ア36917110.13052592.58903Z7222.4594

 ÷㍗
7722

21582

18123

16583

7623

7326

ア425

ア425

12177

8910

10692

8613

7277

9752

5ヲ40



 養鯉池のPcP対策(自衛)試験

 (I)目的
 昨37年7月1日には豪雨のため流出した水田1瞼'.一こ1∫;1戸OPのため北■一」←帯の内水面」特に養

 慢池1こ於て相当姉ミ書が生.じね1百川のキ1ほはpGPつ使剛公企適切にする他に差当り防止方法

 がないとしても・養繊竺の方は使用水がPCPで汚染している固だけ一時池の取水口を閉じ・止
 水、≡jl■つfた苫に於てコイ{、=一j貸する峻、素を補給してやれぱ・帽水IDPCPによ・二汚染は原則として
 。赤くも1)でないと考えられるから.目術一手段も上手ぜら一れろであろう。なお.そ。装置及び'淺費は

 できるだけ安価で地元で容・易に使用できるも。が望ましい。

 上=.己の考えから.ヒューガルポンプ及ぴパーチカルポニ/プを■吏用し(各別々に)池水を吸上げ
 .、客下しで.凄気による酸素浦冶を行い.コイ・)汰軌屹びに.春存維素巌その他の水質分肝を]定時間

 .毎に連続観察征に測走を常法によって行っ仁

 (皿)場所.期日及び担当者
大口市羽月大島一唖治屋康雄所有地

 昭莉38年6月6日～6月8日

 二、宵査部上田忠男.大口養魚場。水流一実

 (皿)ポンプ.運転時・問
 6月6日22時～0時パーチカルポニ/プ(全回転)

 6月7日6時一8時バーチカルポンプ(全回転)

 6月7日14時→8時ヒユ・一ガルポンプ(全図嵯)

 6月フ日23時一1時バ■チカルポンプ(全国伝)

 6月8日8時30分～11時バーチカル、ドンブ`半回転)

 (w)結集

 試,駒担22-68mに水量46.31㎡。試。験魚262・5Kg(700尾.平均体重375茅)を投入。給水.

 排水口出可川水と遮断し.止池水として.まずポンプを停止状態で溶存酸素を測定.1～2.
 四"揃庚に,浅少した場合ポンプを運転して溶存概素α茨復状態を観察して同様の操作を反復し.
 ボニ!プの種蟻.及び揚水量による相異について検討した結一策下記堺項が判明した。

 (1〕溶存酸素は5時固暖に2・49PPl〃に低下し危険状態になる。
 12〕・溶存酸素の低下時にバーチカルポンプ.揚水量1・ア1㎡/rユinで睡転を開始すると急赦に酸素

 量ω樽加し・2時閉後に殆んど・完全に回復する。
 13)バーチカ〃ポンプを約1/2101伝してもヒューガルボシプと同廠の触向で溶存椴素は快復する.結

 局容存艘素快復はポンプの揚水量に閑脈し.蝪本一まの大きい程溶存酸素り快復時間は短い。
 14iコイが酸素を摂取し.溶存■一預素量が1～2PPl〃に低下すると危険状態になり.池水○水量

 と放義重量(よる確素が2PPl〃までに低下ずみ所要榊{を唯走すみと別区の通りである。
 ㈲魚体から排せつされるアンモニアミ≡王け1アPPl〃が戊孔一≡二で二㍉・ニジ肌.池水、つ水=危と一枚養重;庄に

 よるNH4-Nが1ア=P=P'〃にコ室つ一一る一寺岡(ミヨ止't)を唯1…ナると〃」固、=)j勘りでIらるn

 (V)養鯉池で1史用するかんがい用水がPC質汚ψされ/三と予・;'jしたとき(上布火田で多量に1P
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 害1三、1;“jh.1-1人ilこジー二っこi・・!l、、叶1・1工1h伯ノ・と・三)。Iぽちに取水[1を閉1二・別図から真
 土且1し、干こ1也ろく・1モ.コ・fり一1之一谷。一…に応じて。一。τjしく∴Jミー;1二つ二ら計一1草した時間舳こバ・テカルポニ!プを確
 、し;ナオtlまよレ、n

 今」llつ一た蛾には腸匪1こ1J{人1jく:・些・ヒろ・1;合。l・戯ができなかったが・実際にはコイの嚇泳状況を
 見ながらポンプを!.上1伝ずることカリ…一まし1バと考えるO

水質分析結果

           T「1・T■1般C1^            洋ア亜司
           素0ソ            游モ'硝繕           地D一■`性

           門I湿1混;1ξ和物ア一拭

  
         

「

           ℃一℃PP皿%PP皿PPmP王1機PPコP工・J
           ■

           '。。。「■「■川ユ           {5.●0Z06Z1179.31,2122.00.55O.コ06口.n24
           16.0023.521.1ア。o6.1168.3O,g22940.580.0150.022
           1Z0022.521.16,955.115ZO0,7238,50.63口.013口.口22
           18.0021.0二1.06.ア54.1245.91,8816.4O.660,010O.014
           190019521.0`.683.1234.81,3514,O0.690.0080.014
           20.0020.021.06.402.492Z8㌔7016.80.ア90.021O.008
           21.0018.020.96.171.751941,4110.60.82O.019O.022
           22.001Z020.86.161.2513.81.48Z20.87O.0320.026
           22.301zo20,86.414.ア452.52,0422.0O,85O.0410.026
           23.0016.520.86.626.4871.75,6581.50.850.057O.030
           0.0016.020,66.75Z3581.O6,9581.0αア8O.1140.017
           2.3015.O20.46.364.8653,53.5461.00.90O.口27O.014
           4.3015.020.46.3231373フ103.3642.01,010.0230.016
           6,0016.020.36.252.1223.31.8821.O1.010,0610.016
           3.0024.020.66.66Z1ア7915.5203.50.88O.1820.014
           11.0C2Z021.46.454.4950.23,3139.01.14O.005O.つ45
           14.0025.021.96.300.758.52.9523.31.240.0010.053
           14.3025.O22.O6.403.2436.ア5.653ZO1.49O.0230.053
           15.0025.022.06,434.36495Z0105.O1.53O.0010.056
           16,0026.O22.06.445.265948.3642.01.500.003口.口53
           1ZOO24.022,26.635.616三8Z6318,01.640.0100.053
           18.0023.O22.06.655.6163.8フ=2S○ア01.580.008O.058
           23.001ソ.u21.86.150-62zoo.o932.01.600.O030.076
           1.OO18.021.86.686.847Z3Z230531.69O.115O.083
           8.0026.021.36.281.1212.64.8435.01.95O.0050.092
           8.3024-521.86,452.9933.84.9634.ア2.100.0030,089

           90025.O21.66.654.9956.Oア2884.O2.3アO.01ア0.084
           10.002&022.16.アO6.36ア2.2Z017902.34O.012O.076
           11.0024.522.46.956.55ア4,75.4475.O2.390.004O.070

 T「11■1

 ボニ!プ.連一転時間

7日.6恥811年

 7日23目寺～1圧芋

バ'`チカル

バーチカル

 6]221書～こ;寸一…パーチカル

アロ141.1トリけソユウガル

 8口.8!=手30分～11ilζパ・一チカル1/2
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 各成分の時間的変化

Pπ

 D0.S場

D0

ss

COD

 N上kN



 水量と放養重量による運転停止時間(D02PPw〕



 水量と放養重量によるNH4-N増加日数(王叫一M7PPエロ)



出水製紙工場廃水水質汚濁調査

 llr舳3ア年度に引続き出水製紙工場廃水水質汚濁調査を出水市(つ委託1・⊂より実施したので.そ

 以嵜梨を報告する。

調査期日

 第1目1.'」f!i38年7月31日～8月2日

 第2[1-lil;、j句39年2月12臼～2月15日

調査債

 上朋忠男.荒牧孝行。犬田雌こ

調査項目

 水質.泥質。上物調査

調査結果

 (1〕水質及び泥質

 調査結果は別表。別区Oとわリで昭和38軍8.肩ば干潮時,満潮時について.又昭和39年2

 月は表層及ぴ51〃嬬について試幣1長集し分析を打つだ。
 透明度ぱ5～101〃前後で2月のミ宵査時St何、110調査地点は個々褐色を帯びていた。凹

 は&O～a之溶存酸素量はフ～8PP〃`塩素Iま■ヒ1アO}柵O%o化学的峻緊要求業(COD)は
 1Pp皿以下.浮游物ぱ10PP皿前腕アンモニウムイオン0.2～α3P腕.亜硝芦、妄イオン皿01～α005

 PPm.可溶性リンO.02～0.0`PPl〃であり沖合は昭和35需36年度調査結一果と殆んど同様でらゐ。

 河口附近についてABGDの棚蛮地.点、(ついて打つだ≡1占.柊干、=1幣け勿論汚染度が高し(が.勅潮

 時はCODは表層で5～7PPロユで銚のに対し3〃禰は2PP皿以下となウ.廃水は表層を流れ.そ

 の属は約50㎝程度で50m以深は透明で着色していなかった。

 泥質の分析値は灼熱減量5～10%.硫化物0.1-0.2〃〆戻.GOD5～10〃協/茅平均であるが.8t
 8210の、周蛮地点で硫化物α5～t洲/9,COD20-30〃昂/9に増加していたことが昭和35年.

 36年度の調査結果と異っている。
 上記のように水質.泥質の分析値から見て.水質は汚染度の累積は認められなく.河口附近で

 も満潮時には廃水の流れる雇は表層50㎎震度で5喩以深ρ層ば沖合の水質と殆んど同様である
 が。泥質は昭和35儒36年に比較して團t4.5.7.8.9,10.14.15調査地点の範囲が硫倣

 .COD共に増加していることが.ある程度■好一圭される。

(2)生物調査

 汀生.物調査法は従来と同法で、その調査、結果は別表のと知りであり.ot-2てばベソケイガニの点

 在を'.董織レこにすぎなかった。最も変化している地点は日t4.6の調査地点でハゼの点在以外

 1t{1!lW至忽されナ.又串t6は種域存ぴ量も少い傾向があった。

 プランクトンー1卵…結果は別表のと1庁りで'8t2.4D廃水の影響の著しい地点では繊維状α尤殿

 物カ沸んどであリ動物性プランクトニ1が減少しているn

 上、記のように生物調歯、1吉果てば8t2.4ば、魚類の漉泳ぱみられなくなりカニ掘だけが{存し.
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 廃水の影響と一考えられるが.S七56の調窪地点ではその暖の変化1一エユ皇1うられないn
(3)総括

 ;i〕水質は沖合に拾いでは一昭和35年36年と同様であんが河口附近.こ.←いて干,・1一一生・・はかなり1"ミ

 されているが.。航勒時には廃水は表増50`冊の属を流れ.50o帷以茱の一三、は、写楽度が低いn
 ω泥道は沼和35.36偶で比較して。t4.5.7.8.9-10.1415寸ヨ細庖.1気の鈍閉一う㍉剣ヒ物
 COD共に増加している。

 13性吻調査では。t2.4≒周査1也点は」潅水の影砂で生弓ばi出づらlLなくなつ、た;1;.8t3.5.6

 の調査地点てば生物相の変化1よ認めらわ.ない。

調査地点図



 水質分析結果表(、茜潮)

            時間気温透明度水漏酸素量塩素量COD浮漉・・カアンモニウム=亜
            8一〔PH

            (時分)(℃〕(〃リ(℃)(PP㎜)(%。)(PP㎜)(PP皿)(N一}コpl〃)(L;・

            2Z13Z502522.258.1831.0∵0.400
            36,39Z0324.84.941.59O.4311.60,232

            4Z39ア602ZO2.ア23.3331.871920.256

            55,5124.38.062Z55.511Z522.693.20.261

            65.3524.58.052ZO5.9313.243.4ア7.2O.309
            アZ0728.378.1826,86.1915.992.616.8O.203
            85.4524.4一8.1526.86.42㍑622.995.4O.290

            96,0724.658.1926.76,351ア621.222.8O.581

            10Z032Z398.222Z16.421Z162.346.2O.145

            11zoo2ア198.222ア06.761ス97O.414.00.134

            126,512Z898.2226.86.76.18.002.96玉6O.203

            136.3ア26.4108.232Z26.701ア88O.593,2O.116
            146.2225.888.232ス16.441Z640.954.80.459

            156.1325.158.202Z26.6118.OOO,363.20.290

            166.1825.3ア8.1826.ア6.331フ1481.143.60.1ア4

            1ア6.3226.198,232アO6.811ア88O.554.8O.145

            186.4927298.2226.66.461Z220.684.4O.726

            196.412Z1108.2326.86.441ア850.953.80.519

            206,2725.8108,212ア26.721ア94O.5g3.20.290

1963匁8月1日

 亜硝酸丁「一1
 、度.、。、,1、.、、、ミ,1
O.0C7

 川・1
O.02δ

0.00ア

O.006

0.002

0.007

0.005

0,005

…i
0.00・;

1::;l
 ll二:!
口.004

0.002

0.005

0.005

 〔一.094:

0“2ご

0.219

0.0ミ3

0.ロニ.21

10,022

 こ一022

 0.U、こ三1

0.02」

0.lj13

 〔一。0181
0,018

 し01δ1

0.022

0,018!
0.0331

0.035



水質分析結果表(一千滴)

 19o.5」=、s  ,『'日

            
 

一

             時間/ぺ、、霊、生明・t水偲酸素量j.豆素量OOD浮唾物アニ/七二ウム             臼tPHポ縦1リン
             (よ附)(℃)(〃リ(℃)(PP皿)(鬼)(PP〃1)(PP〃・)(トPP二1)(、、.,、皿)1.、、.、、、)
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底質分析結 果表
1963年8月1日
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汀生物調査結果表

 196・5一半8月
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水質分析結果表

 19る4年12、『14日
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             Bt明P且申プミ」…ラ¥…GOD30⊃游巧硝
             水度温量邑盟物泓酸ン
             制(皿〕㈹(PP固)(%)(PP㎜)(P脾)(脳(昨p四)〔ト(P棚皿
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底質分析結果
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 プランクトン調査結果表

 1964争三2」弓

        8t234
        一■

        採集時HwLw耳亙w3.5工Iw         '

        沈澱量(・・〕6.7
        割合r「33

        鋤虹性ラ系ン昆虫幼生rCC        Ca■a.n1ユ8sp(rrr(

        OopθpOd-anau・pユius■arva採rr」禾

        割合裏9アア蛙
        Dino1〕ryOn不cr不・

        SPir09yra目P口jrcr町

        1Phi屠080■θ工1ia目p旺脂

        楯一物性プランクトニ!Skθ■θtonθma.sp)CCoeC        C08cinod-i8cu一目8prrr

        Nit層目Chiaτr

        Trichod-8PCrrr

 iI汀生物

 干潮時に調査点α仁物螂…を行っね概略下表のと釣り

      目t23456
      種名

      マガキ工場廃液によ附着硅藻水ば茶褐色やや多しやや少い

      フジツボり気泡を生じ極めて多しを呈しゃや多し

      ヒバリガイて流れ.水ば臭気を発す極めて多い

      アサリ茶褐色を尋し生物は屯らやや少い極めて多し

      アオサ特異の臭気をれず多し極めて多し

      ウミウツ発す。稀

      アラレママキピ生物は全つく多し

      ヨメガガサ見られず稀

      ヤト.カリやや少し
      '

      イソガニやや少し

      ホシムシやや多し

 ・411一



PH

(表層)

(中層)

W.T('C)
 (表層〕

(中層)

 DO(PPm〕
(表層)

(中:層)



 ○石(%o)
(表層)

 (帥三ミ〕

 COD(PP」]ユ)
(表層)

 (中「・一」'、

 。手討糸初貞(PPm)
 (表層j

(中層)



リン

(表層,
(中層)

 泥COD 泥硫化物

灼熱減量



 BOD(表層〕

 アン毛ニウム

 (表層〕

(中層)

亜硝酸

(表層)

 (中層〕



澱粉廃水水質鋼査

水質分析結果表

           水温PH酸素昼塩素量CODBOD浮潴物アン毛亜硝酸リン
           目tニウム

           (℃)(PPm)(乳)(理ゆ)(理m)帖測(帥)(唖㎜)
           '凹'・山'L』

           1Z08.2411.9アαo,n・1.021.9024.25O.183O.012O.039

           26.65.503.270.CO9555500-OO拠a57・α115Z128

           35.9Z08何.33O.441.351.388一ア5O.274O.115口.071

           4。。㌧。iハ.36O.000.901.25a500.1830-0140.039
           i5二1.二Lll・珊1.352.21Z60α354O.0130.071
           」

 二1.二Llli

調査地点図

 ・'16一



 阿久根沿岸水域及び阿久根港内調査
 昭和57年度に弓続き皮革工場廃水水質汚濁事前調査及ぴ阿久根港内澱粉廃液水質汚海調査を阿

 久根市の委託により実施したので,その結果を報告する。

調査期日

第1回昭和58年10月23,27日

 第2回昭和58年12月5～6日

第3回昭末口38隼12月18,26日

第4回昭和39年2月5,5日

調査員畠山国雄.上田忠男.荒牧孝行.武田健二

 調査項目水質、泥質.生ψ調査

調査結果

 (1)水質及ぴ泥質

 調査地点は昨年と同様であり水質I泥質の分析統果は別表,別⑳に示した。

 透明慶1は沿岸のSt,2.9は5,6m.沖合は10帆前後で昨年と殆んど同値である。水温は

 10月が20～21℃.p且ば8・20前後で変化は認められない。溶存酸素量は8・opPm,塩素
 量は18・60～18・80晩,化学的酸素要求鼓(C0」⊃)はα5pP㎜前後.7ツ毛'ウムイオン
 。・1,o・3plP皿.亜硝酸イオニ!o・o05～o・ooアrPエn可溶性リンα05,o・o07pPm
 で水温の変化を除き.その他の分析値は昨年と殆んど同値でその変化は認められ珪い。

 泥質の分析値はlPHア8,灼熱減量5～1o%,脳ヒ物α02πg/9以下,COD1π9/9
 以下で泥質の分析値も昨年と殆んど同値でその時期的変化は認められ在かり烏

(2)汀生物調査

 昨隼と同様9調査地点から干潮時に汀生物の採集を行い種類と出現量について行った結果.動物

 では貝類が多く中でもイガイ類(グジャクガイ及ぴヒメガイ)は各調査地点に多数出現し.その他

 巻貝類も多数認められた。

(5)港内調査
 港内の調査結果は別表,別区のと拾りで水温は10月で20,21℃,12月は15,17℃.
 2月で14℃前後である。=p且は10月が7,z6.12月5.5、ア7=2月z4,8.oで全般的
 にみて低く特に12月5,6日の調査で8t.8で4・1,St.9が5一`の低い値を示した。
 酸素量は1o月1～4P:pm12月。,5ppm.2月5、ア=pPmであり,12月の調査で
 S1;、45,7,8.9の調査地点で無酸素の状態携忍められた.塩素量ぱ81;,8.9の調査
 地点は河川水の影響で低く他の調査地点は16.oo～18-4%。,化学的酸素要求量(COD)は
 1o月の8t,4,5.6,8.9の調査地点で4～20=Pp皿,他の調査地点は2pp皿てあっ
 九口又12月の調査てば5皿層は5～10plP皿であるが表腰は著しく高く50～200pP皿に
 増加している。叉2月の調査時には1pP皿前後に低下生化学的酸素褒水量(BO二D)もCODと
 同様の傾向を示し。又浮施物は10月が5,10rp■、12月が50～6001PPm.2月は少
 く10～30pPmである。
 泥醐断値では1・.1。.・月共に同様な値で脇熾一1・%.硫化物αト・・仰!

・417・



 、UiニリO～50・塀/身で泥質の汚染度が高い。
 」:.;Jりようll=洲尉分析1直しつ10,12,2月共に同様な値であるが.水賞の分二=τ値ぱ12月5,
 6日の、着査時かjし二も汚染されていた。

 (』)浄沽
 ω沿岸及ひ沖合L、水貞泥二j及び生物;11ヨ査精呆は前年と殆んど■月様でその相典は,認められ在い。
 (2〕姶内水'τ分析.i..一決による汚、=拙.,Uい」か11三1一で,12月上司は着しく一王り.叉2月にたるとか
 なプ}([一ピエ正・.「、に映復し汚;奈度の変化は砂洲一f工場スリ込・;月と一致す。o

 (3港円泥土3{、工汚染■迂が.三1jい。二・1!コ,12,2月共に11引まで月岩1」変1ヒはミ。ぎりられない。

 .1』j査地点函

数字:

○'

Sta.tiOIユ

汀生物採収

No

港内調.住地点図

O=statioo

 x1廃水口
阿久根漁協
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泥質分析結果表

1963年10月
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汀生物調査結果表

1963年10月
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港内水質分析結果

1963年10月

(測

1
7

 、」㌧■P・⊥・。三

 {.ト)j{P酌)

 ・三・一7万一㌻素
2Cソ≡R-1215,90

2G・81799;6・12
 20.8;ヨ.03i5。ハ

21.1

2τ01

21,1

21,0

21.1

 。1.山。。ll.。。
 2口。9■ア7013一三2

6.9912.03

Z50.2.96

 ア・。1・。。
758=

1・ll
 ・1中・・1
2τ2'

:;l1
21,1

21,0

21.0

ア521

ア581
Z12

Z60

6.70

ア42r

5,39

1,04

2.ア6

2,55

2,81

1,20

3,00

1,05

1.86

 (弱。.

1s.“

18.57

一8151
“ol

・8151

1863:
16.88

 モε.20

1Z13

 1ε.』2

11・・1
1850≡

824'

18.39

12.71

山1
14.76

18.08

CB

01一拍

ヤ1∵㌻
0.6ア

0.ア1

!.66

1.36

769

1.ア5

3,24

1.ア6

ろ.9ア

1.68

i.56

1.52

1931

1.5コ

12.55

20ア1

一1,56

3..:8

3,07

8.1ア

3.29

993

2,16

1,54

2.{4

1.61

25,03

2.09

15,83

3.92

4.0

2.0

3.5

4.0

4.0

5.0

4,5

16.0

ア0

16.O

Z5

ア0

42,7

12,5

25.0

ア9

1ア499
4s.46

46.321・…

3B.84

1Z40

44.6{

13.7!

36.35

33,35

3ア04

15.25

3955

13.60

 一4.パ24.38

 日1.29ア

1.003

0.189

0.422

0.433

0.065

0.5'0

0.141

c.298

0.335

0.346

1.0081

0,622■

 α。ア、」

1㍍
0.01010.052
コ.008

0.C08

0,009

口.010

1〕.009

0.010

0.008

0,009

c.009

0.口12

U.007

0.011

0.013

0.0C8

0.008

0.032

0.032

0.039

0.065

0.045

0.045

0.032

0.019

0.032

0.065

0.052

0.045

0.097

0.032

0.046

⊥___⊥_
0009,0052

港内泥質分析結果
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港内水質分析結果
1963年12月5日

「

1際
1St

水

(肌)

0
b
0

2

5
0

 斗1コP破

小木
 1Z』!Zg56.7ア

 1ア6～.036.30

1796,580,07

1ア8Z280,11

1ア65,820.04

176ア14Iコ.85

1/.35,290,27

 1Z6ア21;〕.02

1ア45,420,00

 1ア87021α25
18.05,990,06

1ア8ア1ア0.06

1744,101,44

1ア616・950・00
1ア415・6410・02
 1・・1ア。。1・.。・

素

(俺)
 一8.』6

18.48

16.95

18.59

1778

18.27

16.05

-8.42

13.32

14.25

18,39

1ア10

1a.32

3.15

18.08

14.78

18.42

O
O
D

 Φ岬
寸

0.271

0,10

0,47

0.』6

7ア5

1.6τ

24,48

4.35

44,88

5.17

丑5,97

4.ノ6

 Bげ,一～和

 、、二1、ぷ∵紅

111,㌻l1
14,72

2.36

42,93

6.3ア

10ア60

ア86

ア900

6.50

 。。.。。1ワ9.1
3.6ア6.'5

142・8019920

ア9610.71

∴1:ゴ㌻

114,0

15.9

111.7

4U.5

1790

652.5

173

161,0

43.0

 5』0.O

・・…1

0,87

1,37

0.3』

10,55

3.20

0

2.86

739

フ14ア

15.32

0

595.0!0.24

134,810.99

浸
食

0.260

0.2』4

0.298

0.218

0,298

ア240

0.568

0.271

2.760

0.433

0.322

0.48ア

0.324

0.218

0.010

0,019

].008

0.009

0.023

0.015

0.008

0.008

0.010

0,008

J.01ア

0012

0.010

0009

如

0.039

1〕.104

0.422

0。,30

0.358

1.'60

0.260

1,135

U.322

0.9ア5

 『〕.13u

1,565

コ.351

1.365

 ・1・・.…止・・

港内泥質分析果
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港内水質分析結果

 1963#≡12月19日
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港内水質分析結果

1964年2月5日

'j1:

 1、…

(功

3

9.

水上;外

14,2

14,4

13,8

13,9

13,8

15,9

13,2

13,9

15,4

13,7

13,8

14,1

10.0

;5,8

12,4

13.9

8.1

8.10

ε.00

L・.05

し00

8.04

ア86

8.05

Z82

7192

797

8,00

1。。。
795

ア33

;ア91

ア.58

62-ll:l
lll;

:1:1
:lll

二:1
:11;

5.78

11ぺ

 φ。)
80

80

81

18.80

18.60

18.72

13.54

13.72

17.70

18,41

1ア96

18.75

18.45

18,75

4.13

18.27

14.43

18.80

 CB浮
00〃

(牡牛峠
0,16

0,14

0,15

0,58

0,24

0.56

031

0.96

口.56

1,54

0,72

0.4』

0.51

』2,00

0.66

Z60

5.20

1,03

0,57

0,90

0,95

0.ア6

0.92

142

2,68

0,82

2.フ3

0,86

1.ア8

1.46

194,00

0.80

10,57

8.26

ア2

ア8

2.8

2.0

5.0

2.0

70

6.0

5.0

3.4

4,0

10,2

30,3

70,0

13,8

14.2

165.6

 I藁刺!;ラ1
 飽度モム
 1争・)細誠
90,630.265

 86,950.一ア3

 88.91一」.281

89350,216

 フ2.68」.29ア

81.17U.297

71,280.324

81,060.416

61,450.416

75,120.362

63,010.301

66,160.437

68,780.458

72,700.870

61,050.944

63,630.541

63,500.432

62,490.378

 脂リ
 (N嘉皿水島め
 一一I市.。三、。
0.012

0010

0.010

0.010

0.011

0.008

0.010

0.009

0.012

0.008

0.011

0.012

0.012

0.025

0.010

0.009

0.011

0.036

0.009

0.009

0-02ア

0.000

0.045

0.045

0.018

0.036

0.036

0.080

0.062

0.054

0.353

0035

0.045

0.035

港内泥質分析結果
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